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指定研究の授業情報誌
●教科・領域の指定研究による「深い学びにいたる授業」の提案を紹介
●単元・題材で目指す「深い学びの姿」と「深い学びにいたるポイント」を紹介
●研究会の公開授業を含めた単元・題材全体の様子を紹介
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授業情報誌Class第７号発刊にあたって

�「深い学び」にこめる願い

　本原稿の執筆にあたり，私たちの国の「授業研究」の歩みを遡って学んでみました。
　――「授業研究」という学校文化（慣習）が，我が国においては，明治時代からの長く力
強い歴史を有していること。昨今，この「授業研究」が海外からも注目されており，「授業
研究」という言葉そのものが「Sushi」「Judo」「Kaizen」などのように，海外においても使
われ，その国の教育改革に寄与してきていること。――
　これらの事実を知るにつけ，先賢の「授業」にかける熱い思いが脈々と受け継がれてきた
ことや，「授業研究」が学校教育の発展に大きく寄与してきたことを，今さらながら実感し
ています。

　今，私たちには「令和の日本型教育」を，それぞれの現場で，生徒一人一人に向き合いな
がら具現化していくことが求められています。「子供一人一人の学びを最大限に引き出し，
主体的な学びを支援する伴走者としての役割」を果たすために，私たちに求められている
資質や能力は，驚くほど多岐にわたっています。
　――教師としての「使命感」「誇り」「愛情」「責任感」。専門家としての「子ども理解力」

「指導力」「授業づくり，学級づくりの力」。そして「総合的人間力」（コミュニケーション能
力，協働力）など――。全て丁寧に列記するには紙幅が足りないほどです。
　私自身にこれらがどれほど備わっているかを考えてみますと，相当甘めに判断しても，
かなりの項目で低い自己評価になってしまいます。もしかしたら，私だけでなく，多くの
教師にとっても，これらはかなり広範囲かつ高レベルの要求であり，だからこそ，まず私
たちに何よりも求められているのが「学び続ける教師であること」なのかもしれません。
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　「私たちに求められる資質や能力は数多いが，それらは全て『授業力』として集約され，
『授業』においてこそ発揮されるべきものであると考えている。」
　これは，ある会議で，当会の大橋伸夫会長が話された言葉です。
　「授業こそ，私たちの責務。だから，授業を大切にする教師や学校こそが，信頼を得る。様々
な業務に忙殺されがちな昨今。でも，最も大事にしなければならない業務が授業であること
に変わりはない。」
　会長の言葉から，上のような思いを改めて強く抱き，過日，当校の職員と共有しました。

　県中教研は，来年度，創設 60 周年を迎えます。９年前の創設 50 周年記念事業を節目に，
「学び合う授業の具現化」や「手立てとしてのファシリテーションの導入」などに取り組んで
きました。各年度において，指定研究に熱心に取り組んでくださった先生方や各郡市中教研
の皆さんのご努力や発信，そして，その取組・成果を各研究会や本誌「Class」等を通じて
全県で共有してきたことにより，授業改善は着実に進められています。
　今年度も，「深い学びにいたる授業」を目指しての意欲的実践が，県内各地から，また
各教科・領域から，本誌に寄せられています。「手法」にとどまらず，授業にかける「思い」
や「願い」も，広い新潟県内の多くの中学校教師に共有されることを願っています。

　全国一斉の臨時休校要請がなされてから，もうすぐ３年が経とうとしています。まさに
その只中に入学し，いわゆる「コロナ禍」の中学校生活を送ってきた現３年生たちは，私
たちのどんな授業を覚えてくれているでしょうか。そして私たちは，生徒たちと共にどん
な「深い学び」を創りあげられたでしょうか。
　「深い学び」の向こうに「あらゆる他者を価値のある存在として尊重し，多様な人々と協働
しながら様々な社会的変化を乗り越え，豊かな人生を切り拓き，持続可能な社会の創り手
となる人」が育っていることを願い，信じながら，歩みを進めていきたいと思っています。

新潟県中学校教育研究会
　副会長　五十嵐　守男
　　　　　（上越市立城西中学校 校長）
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指定研究推進郡市および2年次研究会　会場校

◇令和３・４年度指定　（上段より：指定研究推進郡市，研究会会場校，研究会開催日）

上　越 中　越 新　潟 下　越

国　語
柏崎・刈羽

（柏崎市立第二中学校）
令和４年11月30日（水）

長岡・三島
（長岡市立川口中学校）
令和4年11月15日（火）

新潟
（新潟市立五十嵐中学校）
令和4年11月10日（木）

阿賀・胎内・北蒲
（阿賀野市立京ヶ瀬中学校）

令和4年11月1日（火）

数　学
妙高

（妙高市立妙高中学校）
令和4年11月17日（木）

南魚沼・南魚
（南魚沼市立大和中学校）
令和4年11月11日（金）

新潟
（新潟市立東新潟中学校）
令和4年11月10日（木）

新発田
（新発田市立豊浦中学校）
令和4年11月18日（金）

道　徳
上越

（上越市立板倉中学校）
令和４年11月29日（火）

魚沼
（魚沼市立広神中学校）
令和4年11月16日（水）

新潟
（新潟市立白新中学校）

令和4年11月24日（木）

五泉・東蒲
（五泉市立川東中学校）

令和4年10月26日（水）

美　術 ―
長岡・三島

（長岡市立東中学校）
令和4年11月10日（木）

―
村上・岩船

（村上市立村上東中学校）
令和4年11月11日（金）

技術・家庭
柏崎・刈羽

（柏崎市立鏡が沖中学校）
令和４年11月18日（金）

―
新潟

（技術分野：新潟市立新津第五中学校）
（家庭分野：新潟市立山の下中学校）
令和4年11月10日（木）

―

特別活動
上越

（上越市立牧中学校）
令和4年10月21日（金）

―
新潟

（新潟市立宮浦中学校）
令和4年11月24日（木）

―

総　合 ―
三条

（三条市立本成寺中学校）
令和4年11月25日（金）

―
佐渡

（佐渡市立金井中学校）
令和4年11月8日（火）

◇令和４・５年度指定　（上段：指定研究推進郡市，下段：2年次（R5）研究会　会場校）

上　越 中　越 新　潟 下　越

社　会 上越
（上越市立清里中学校）

三条
（三条市立第一中学校）

新潟
（新潟市立宮浦中学校）

新発田
（新発田市立本丸中学校）

理　科 柏崎・刈羽
（柏崎市立第一中学校）

長岡・三島
（長岡市立北中学校）

新潟
（新潟市立小針中学校）

五泉・東蒲
（阿賀町立阿賀津川中学校）

英　語 上越
（上越市立八千浦中学校）

燕・西蒲
（燕市立吉田中学校）

新潟
（新潟市立葛塚中学校）

村上・岩船
（関川村立関川中学校）

音　楽 ― 十日町・中魚
（十日町市立十日町中学校） ― 佐渡

（佐渡市立佐和田中学校）

保健体育 上越
（上越市立柿崎中学校） ― 新潟

（新潟市立白根北中学校） ―

学校保健 ― 長岡・三島
（長岡市立与板中学校） ― 阿賀・胎内・北蒲

（胎内市立黒川中学校）
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1��指定研究チームが提案する
　��深い学びにいたる授業
　�

　今年度に研究会を実施する教科・領域の，
全県部長による解説と，各地区の研究推進
委員会が提案する深い学びにいたる授業を
紹介します。



◉ “深い学びにいたる授業”について

国立教育政策研究所プロジェクト研究「学校における教育課程編成の実証的研究（H29年度〜R3年度）より

県中教研　国語部　全県部長
上越市立三和中学校

� 校長　西條　正人

国語
「どのように学ぶか」という学びの質
を重視した授業改善を目指して

〇単元構想シートに明記！授業改善に向けた「学習者」の視点を
　主体的・対話的で深い学びは, 必ずしも１
単位時間の中で全てが完結されるものではな
いので, 単元や時間のまとまりを見通した授
業改善を行うことが重要です。つまり, 主体
的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改
善を考えることは, 単元や題材などのまとま
りをいかにバランスよく考えるかにつながる
とも言えます。

　今回導入した単元構想シートに, 深い学び
での「学習者（生徒）の姿」を明記したことは, 
授業改善に向けた大きな一歩と言えます。た
だ, 「学習者」の視点の裏には必ず「授業者」
の視点（どのように教えるか）が存在してい
ることを忘れずに, 授業改善を進めていくこ
とを肝に銘じていく必要があります。

　中教審は,…「どのように学ぶか」という学びの質
を重視した授業改善を実現するための視点として,…
主体的・対話的で深い学びを示しています。
　国語科では,…これまで培ってきた学び合う授業を
いかしつつ深い学びが成立する授業を目指します。
そのために,…深い学びの姿を明確にし,…そこに至る
過程で学びの質を重視した授業改善を行います。

8



〇深い学びの姿の実現に向けた実践ポイント
　「深い学び」の実現について, 新潟県立教
育センターは, 主体的・対話的で深い学び実
践ハンドブックの中で, 「深い学び」実践ポ
イントとして次の内容を明示しています。国
語部では, 「学習者」の姿を明確にするとと

もに, 「授業者」の視点を意識してきました。
その中で, 以下に示した実践ポイントを組み
入れながら, 授業改善につながる授業デザイ
ン（指導案に明示）を行いました。

◇育成する資質・能力の明確化　
　 ・単元で育成したい資質・能力は何かを明確にもつ。
　 ・育成したい資質・能力を体現している生徒の姿を具体化する。
◇学ぶ意欲を引き出す課題の工夫
　 ・生徒の疑問をもとにした「問い」を作成する。
　 ・「解決したい」「知りたい」という思いをもてるよう課題の内容や提示の仕方を工夫する。
◇４つの「場」を生かした単元構成の工夫
　 ・見通しをもつ「場」　　→ 課題解決に向けたつながりのある学習過程や, 身に付けさせ

たい資質・能力を生徒と共有する。
　 ・考えを伝えあう「場」　→ 考えを交流させることで, 自分の考えを違う視点から捉え直

したり, 考えの更新や再構成を図れるようにする。
　 ・活用・発揮する「場」　→ 身に付けた資質・能力を活用・発揮する学習活動を設定し, 

学びに目的意識をもたせ, 更なる定着を図る。
　 ・振り返りの「場」　　　→ 学んだことの意義を実感させ, 学びに向かう力・人間性等の

育成につなげる。
「主体的・対話的で深い学び実践ハンドブック（新潟県立教育センター）」より抜粋

特に, “課題の工夫” “伝え合う場”の充実による授業デザイン
　つながりのある学習の実現には, 思考して
問い続ける必要があります。また, 生徒が「解
決したい」「知りたい」という思いがもてる
ような課題や提示の仕方を工夫することが求
められます。そして, 学びを深めるためには, 
可視化した考えを伝えあう（ 交流する ）場が
必要となってきます。特に, 考えを伝えあう

場では, 自分の考えを違う視点から捉え直す
ことが大切です。交流の視点として, 自己評
価の他に他者からの評価を取り入れ, 学びの
価値付けにつなげていきます。教師の意図的
な価値付けが, 新たな視点の気づきを促すと
考えます。

国語　重点目標

　言語活動を通して，国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力を育てるために，話す・
聞く，書く，読む力を育み，学ぶ意欲をもって学習する国語の学習指導に努める。
○ 学び合う言語活動を通して，考えを広げたり深めたりし，思考力や想像力を育てる。
○ 考えを明確にし，構成を考えて文章を書く力を育てる。
○ 話の内容や意図に応じた表現力を育てる。
○ 目的に応じて主体的に文章を読み，内容を的確に読み取る力を育てる。
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◉指定研究チームが提案する深い学びにいたる授業

学びの視覚化
　気付きや疑問点を

言語化することで１時間の授業を通し
て学んだことを認知し，それを積み重
ねていくことで，考えの更新や深化に
つなげる。

問い立て
　生徒の疑問を生か

し，生徒自ら解決したい「問い」を設
定することで主体的な学習を促し，課
題意識をもたせる。

批評的な視点
　言葉に着目し，意味

を問い直したり，比較したりする読み
の姿勢をもつことで，文脈の中での言
葉の意味を捉えたり，作者の意図を読
み取ったりすることができる。

【例】：「大人になれなかった弟たちに……」
 （国語１　光村）

「あんなに美しい顔」（P99L10）
筆者は母の顔を「美しい」と表現しているが，
他の言葉と比べるとどういう印象の違いが
あるか。なぜ筆者は「美しい」という言葉に
したのだろう。

　私たちは，国語科指導の核となる「論理的な思考」を「根拠と意見のつながりを適
切に判断する力」と捉えました。文学教材の学習においては，根拠となる表現を具体
的に示しながら，自分なりの作品解釈を作り上げることを学習ゴールとします。また，
自他の考えを表現する活動を通して自分の判断を客観的に確認したり問い直したりし
て，生徒が作品に対して新たな価値付けをする姿を目指します。

会場校教科担当者
柏崎市立第二中学校

赤沼　祐子

研究推進責任者
柏崎市立鏡が沖中学校

大島　彩弥香

研究主題： 根拠を示しながら作品に対する新たな見方・
考え方をもつ生徒の育成

開 催 日：11月30日（水）
会 場 校：柏崎市立第二中学校
公 開：１学級
授 業 者：２年　赤沼　祐子
指 導 者：上越教育大学　教授　佐藤　多佳子 様

国語�＜上越地区・柏崎市刈羽郡中教研＞
「走れメロス」

深い学びにいたるポイント

こんな深い学びの姿を目指します
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⃝本単元に入る前に，別の教材を用いて学習方法を理解する

・ 『思考のレッスン　根拠の吟味』で，説得力を高めるためには
意見と根拠をつなぐ考えが重要であることを確認します。

・『盆土産』で問いの立て方や問いの探求方法をつかみます。

①②　初読後，探求する「問い」を決める
 　登場人物の言動や本文の言葉に注目しながら，「問い」
を考えます。答えがすぐに分かったり，本文から読解で
きなかったりする「問い」を話し合いながら省いていき
ます。最終的に残った探求できそうな「問い」の中から，
生徒一人一人が探求したい「問い」を決めます。

③④　個人や生徒同士で「問い」の答えを探求する
　まず，本文を根拠に個人で「問い」の答えを考えます。
本文をどのように解釈したのか（根拠と意見のつなが
り）を明確に考えます。同じ「問い」を探求している
生徒や違う「問い」を探求している生徒同士で話し合
いながら答えを探求します。研究会では，答えの探求
場面を公開する予定です。

⑤⑥　ミライシードを用いて，発表を行う
　探求した「問い」と答えをミライシードのカードに
簡潔にまとめ，本文の解釈は口頭で発表します。同じ「問
い」の答えを比較，検討し，本文の解釈を深めます。

⃝毎時間，学習した内容を自己評価シートに記入する
 　「わかったこと」，「考えたこと」を記入することで，１時間の学習内容を整
理します。単元の終末では，単元の振り返りを記入し，自身の考えの変容を
確認したり，新しく生まれた考えに気づけたりするようにします。

単元（題材）の様子単元（題材）の様子

研究会
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◉指定研究チームが提案する深い学びにいたる授業

教師のコーディネート
で対話や読みを深める
　対話の場面が互いの考

えの発表会に終始してしまうことが少なく
ありません。そこでの教師の重要な役割は，
単なる司会でもタイムキーパーでもなく，

「深い読み」に向けての臨機応変なコーディ
ネートです。
１  考えをき（聞・聴・訊）きとる，つぶやきを拾う
２ 考えを受け止める
３ 考えの理由・根拠を問う（訊く）
４ 全体に投げかける
５ ずれを顕在化・共有させ，論点を焦点化する
６  対話や思考を可視化するために，ICTを活用

したり構造的，対比的に板書したりする
７ とぼける，肩入れする
８ 揺さぶる，切り返す，問い返す
９ 補助発問・補助教材を提示する
10 方向性を示唆，指示・助言する
11 間を取ったり待ったりする
12 教室内での立ち位置を考慮する

ずれ（対立や多様性）
が生まれる学習課題
を設定する

　対立や多様性が生まれる学習課題を
設定します。自他の読みのずれが顕在
化することで，生徒の課題追究の意欲
が高まり，対話や読みが深まります。

全体にも細部にも目
が向く「全文シート」
を活用する

　全文シートにラインを引いたり書き
込みをしたりしながら学習課題を追究
します。文章全体を俯瞰しながら細部
にも目を向けることで，文脈の中での
言葉の意味，言葉と言葉との結びつき
をとらえ，「深い読み」を創り上げるこ
とができます。また，自他の考えを可
視化することができるため，対話が空
中戦になりません。

　イメージや表現の一部から「読めたつもり」になるのではなく，学習課題を追究す
る中で文章全体と細部に目を向け，構成や描写などの表現を根拠に，読みを深める姿
を目指します。また，自他の読みのずれから問い直しが生まれる対話を通して，解釈
を広げたり深めたりしながら自分の読みを創り上げていく姿を目指します。

会場校教科担当者
長岡市立川口中学校

長谷川　総子

研究推進責任者
長岡市立西中学校

小嶋　祐子

研究主題： 言葉に着目し，対話を深めながら
　　　　　読みを創り上げる生徒
開 催 日：11月15日（火）
会 場 校：長岡市立川口中学校
公 開：１学級
授 業 者：３年　長谷川　総子
指 導 者：長岡市立与板中学校　校長　小池　進輔�様

国語�＜中越地区・長岡市・三島郡中教研＞
「『故郷』からのメッセージ」

こんな深い学びの姿を目指します

深い学びにいたるポイント
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　「なぜ○○の部分（場面）
が 必 要 な の？ 要 ら な い ん
じゃない！」「本当に？」な
どと揺さぶることで，本文
に立ち返る姿を引き出すこ
とができます。
　「そこで何が（どう）変わっ
たの？なぜ変わったの？」

「〜とすると，メッセージ
は？」などと問いかけるこ
とで，話合いを焦点化する
ことができます。

①②　『故郷』を通読します。作品のメッセージについて考え，「『故
郷』から受け取ったメッセージ」として書きます。考えを交流させ，
メッセージを読み深めようという目的意識を高めます。全文シー
トを用いて，情景描写や比喩などにも着目しながら，登場人物と
その関係，主人公の帰郷中の出来事を読んでいきます。

③④　作品のメッセージに迫るために，学習課題「クライマックスはどこか」について全文シー
トを活用しながら考え，自分の意見をもちます。
　大きく「だんな様！…」と「思うに希望とは〜それが道に
なるのだ」の二つに分かれることが予想されますが，ずれが
顕在化することで，生徒は「友だちの考えの理由を聞きたい」

「自分の考えの理由を伝えたい」「どこが本当のクライマック
スなのか」「本文を読み返したい」「もっと
読み込みたい」などの意欲を高めます。

⑤（①〜⑥）　全文シートに書き込みながら，自分の読みを創り
ます。展開の仕方など文章全体を俯瞰するとともに，細部の表
現にも目を向け，自分の「クライマックスはここだ！」を支え
る根拠を明確にしていきます。
　書き込んだ全文シートをもとに，同じ考えをもつ生徒同士で
意見を交流します。根拠を示しながら筋道を立てて伝え合い，
対話を深めます。そして，根拠や書き込みが
増えた全文シートを使って，自分の読みをさ
らに練り上げます。

⑥　本時は「クライマッ
クスはどこか」について
の考えを対話を通して深

め，確かにしていく授業を予定しています。
　前時の小グループでの意見交流を原動力
に，全体で話し合います。「クライマックス
と作品のメッセージとの関係」という観点を
もちながら，自他の考えを比較・検討し，自
分の読みを問い直しながら創り上げます。

⑦　作品から受け取ったメッセージについて，どう表現すれば友だちに伝えられるか，言葉に
こだわりながら，再度自分の考えをまとめ，交流させます。
　最後に，読みの深まりを自覚できるよう，①で書いたものと比較しながら単元全体を通して
の学習の振り返りを記述します。

単元（題材）の様子単元（題材）の様子

研究会
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◉指定研究チームが提案する深い学びにいたる授業

「絵画の魅力を効果的に伝えよう」
相手意識と目的意識
を大切にする
　「君は『最後の晩餐』

を知っているか」「『最後の晩餐』の新
しさ」から学んだ絵画の見方や表現の
工夫を生かし，葛飾北斎の絵画を初め
て見る人にも魅力が伝わるような鑑賞
文を書きます。

鑑賞文を交流・検討
する
　鑑賞文の班内交流・

検討を通して，絵画の解釈を深め，魅
力をよりよく伝える表現方法を見出し
ます。

「走れメロス」
登場人物になりきっ
て日記を書く
　作品に込められた深

い意図に迫るために，時間軸による各
場面における，登場人物の心情に着目
して登場人物になりきり，４日間の日
記を書きます。

「共有ノート」を活用
する
　 登 場 人 物 に な り

きって書いた日記を読み合い，改めて
主題を考え，ロイロノートの「共有ノー
ト」でグルーピングすることで作品の
主題に迫ります。

研究推進責任者
新潟市立小針中学校

小澤　ひろみ

国語�＜新潟地区・新潟市中教研＞
「絵画の魅力を効果的に伝えよう」
「走れメロス」

　「絵画の魅力を効果的に伝えよう」について，魅力を伝えるために用いている表現
や解釈の交流・検討を通して，言葉による見方・考え方を働かせて，相手に絵画の魅
力が十分に伝わる鑑賞文を書く姿が見られることを目指します。
　「走れメロス」の主題について，日記を作り，作品に込められた深い意図を言葉に
よる見方・考え方を生かして読み取り，仲間との検討を通して，自分の読みを確かめ，
読み方が深まった自分をメタ認知する姿が見られることを目指します。

会場校教科担当者
新潟市立五十嵐中学校

亀島　　望

研究主題： 学び合いを通して，生徒が言葉による見方・
考え方を使って考えを深め，自らの成長を
実感する国語科指導

開 催 日：11月10日（木）
会 場 校：新潟市立五十嵐中学校
公 開：２学級
授 業 者：２年  木村　悠子　「 絵画の魅力を効果的に

伝えよう」
　　　　　２年  岸田　知己　「走れメロス」
指 導 者：宮城教育大学　　　名誉教授 相澤　秀夫 様
　　　　　新潟市教育委員会　学校支援課指導主事 佐藤　恵美 様

こんな深い学びの姿を目指します

深い学びにいたるポイント
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「絵画の魅力を効果的に伝えよう」
①②③　「君は『最後の晩餐』を知っているか」

「『最後の晩餐』の新しさ」の文章を読み，観
点を決めて比較します。それぞれの文章の構
成や表現の特徴等，わかったことを発表し共
有します。

④⑤　前時で学んだ絵画の見方や表現の工夫
を生かし，葛飾北斎の絵画を構図や色彩など
の観点に沿って多角的に見て分析し，そこか
ら読み取れることや分析に基づく解釈をもと
に絵画の魅力を捉えます。自分の捉えた絵画
の良さや具体的な特徴，感じたことをロイロ
ノートの絵画画面に付箋で表し，互いに交流
することを通して，絵画のもつ魅力への気
付きを確かなものにします。それをもとに相
手意識・目的
意識を大切に
した鑑賞文を
書いていきま
す。

⑥　絵画を初めて見る人にも十分魅
力を伝えることのできる鑑賞文とな
るよう，班で下書きを読み合います。
そして，iPad上で良いところに赤線，改善・
疑問点に青線を引き，それをもとに交流・検
討を行います。仲間のアドバイスを参考に鑑
賞文を書き改め，
再度互いの鑑賞
文を読み合いま
す。そして表現
の高まりを相互
評価します。

⑦　クラスで最終の鑑賞文を発表します。学
習のしめくくりとして，絵画の魅力を相手に
十分に伝えるという目的の達成に向けた，自
身の表現の高まりを振り返ります。

「走れメロス」
①②　「走れメロス」を読み，各自の感想，
作品の主題をロイロノートに書きます。各自
の考えを根拠とともに班で発表し合い，自分
と仲間の差異を知ります。

③④⑤　作品の設定と構成を把握し，日にち
をもとに４場面に区切ります。各場面での出
来事や登場人物を整理して，情景描写や人物
の心情に着目して読み，メロス，セリヌンティ
ウス，ディオニス３人それぞれの４日間の日
記を書きます。生徒たちは登場人物になり
きって作品を読み，心中を想像しながら日記
を書くことで他の登場人物との関連性をより
意 識 し， 作
品 の 魅 力 に
迫ります。

⑥　３人の登場人物になりきって書
いた日記を代表が発表することで，
自分が担当した以外の登場人物につ

いてもより深く理解できます。その上で，作
者が物語を通して伝えたかったことを根拠と
ともに考え，ロイロノートの「共有ノート」
に付箋で貼り付け，班内でグルーピングして
作品の主題に迫ります。初読後に書いた主題
と比較をし
て，自身の
読みの深ま
りを確認し
ます。

⑦　ロイロノートアンケートで「走れメロス」
の授業を振り返り，学習を通して学んだこと
や深く考えたこと，作品の魅力などを自分の
言葉で表現します。

単元（題材）の様子単元（題材）の様子単元（題材）の様子単元（題材）の様子

研究会
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◉指定研究チームが提案する深い学びにいたる授業

言葉を通じて自己と
向き合える課題を設
定する

　本単元では，｢言葉を通じて自己と向
き合える課題｣ として，現代の別れの
場面の詩を創作します。漢詩に表れた
ものの見方や考え方，表現の仕方につ
いての学びを生徒自身の表現の模索に
つなげます。
　また，授業の導入で学習意欲と見通
しをもたせることが主体的な学びの実
現につながると考えます。そのために

「学習内容の意味や価値」「学習のプロ
セス」を教師と生徒で共有しながら授
業を進めていきます。

研究推進責任者
胎内市立築地中学校

小林　優一

国語�＜下越地区・二市北蒲中教研＞
「漢詩の世界」

　対象と言葉や，言葉と言葉の関係について，比較・関連付け等の思考方法を活用し
ながら言葉の意味，働き，使い方等を捉えることが，自分の思いや考えを深めること
につながると考えます。本単元では，漢詩を他の詩と比較して読むことで，共通点や
相違点をもとに，詩の主題や主題を表現する方法の特徴について理解を深める姿を，
また，漢詩の主題がどの表現によってあらわされているかを絞り込む話し合いと，現
代語の詩を創作する学習を通して，よりよい表現を模索する姿を目指します。

会場校教科担当者
阿賀野市京ヶ瀬中学校

齊京　正浩

研究主題： 自分の考えを深め表現できる生徒の育成 
　　　　　〜言葉による見方・考え方を働かせる学び合いの工夫〜
開 催 日：11月１日（火）
会 場 校：阿賀野市立京ヶ瀬中学校
公 開：１学級
授 業 者：２年　野口　鮎子
指 導 者：下越教育事務所　指導主事　磯部　　睦 様

深い学びにいたるポイント

こんな深い学びの姿を目指します

自己変容に気付かせる
　終末には，初発の考

えと変わった点や，他者の考えとの共
通点や相違点を整理させることで，自
己変容への気付きを促し，課題解決の
達成感や深い学びの実感につなげます。

｢言葉による見方・考
え方｣ を働かせた意見
交流の場を設定する

　｢言葉による見方・考え方｣ を働か
せた意見交流の場を設定し，比較・分
析して得た情報をもとに自分の考えを
見直すように働きかけることで，深い
学びの姿につなげます。
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①②　『春暁』『春望』を読み，漢詩の形式や現代語訳を理解しま
す。リズムを味わいながら音読し，漢詩の形式に親しむ姿や，語
注を手がかりに現代語訳を学ぶ姿，それぞれの詩に表れた主題に
ついて考える姿を目指します。

③　『黄鶴楼にて孟浩然の……』を，リズムを味わいながら音読し，形式・現代語訳を学びます。
その後に，他の漢詩『元二の安西に使ひするを送る』との比較をとおして共通点や相違点を明
らかにすることで，『黄鶴楼にて孟浩然の……』の主題や表現
の特徴を捉えることができます。比較の際には，自身の別れの
経験と関連付けて考えさせることや，観点を提示して自分の考
えを表しやすくする
ことに留意します。

④　『黄鶴楼にて孟浩然の……』
の主題である「友との別れの寂し
さ」が最もよく表れている表現を

探し，絞り込む話合いを通して，漢詩の主題や表現の
特徴について捉え直します。話合いの過程で，一語一
語に込められた意味，「寂しい」と言わずに感情を伝え
る表現の工夫について考えを深めます。
　ワークシートや思考ツールを活用して考えを整理・
可視化します。クラゲチャートを用いる場合は，頭の
部分には，選んだ表現を，足の部分にはその語がもつ
意味やイメージを記入し，表現と思
いの関係性について意味づけます。

⑤　『黄鶴楼にて孟浩然の……』の主題や表現の工夫を踏襲
して，自身の経験や感性と結び付けて現代語の詩を創作し
ます。
　単元の終末に，現代の別れの場面の詩の創作という活動を
設定し，生徒自身の表現の模索
へつなげます。

⑥　創作した詩をタブレットで提出し，級友と詩を読み合
い，お互いの表現を評価し合います。

単元（題材）の様子単元（題材）の様子

研究会
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◉ “深い学びにいたる授業”について

育成を目指す資質・能力に応じた学びの充実を図る。
　「深い学び」の方向性は多様であり，「これ
が深い学びだ」と限定すべきではないと考え
ます。大切なことは，数学科においては「深
い学び」の先に「数学的に考える資質・能力」
を育む生徒の姿があることを踏まえ，資質・
能力を育む上でのポイントを学習指導要領の
趣旨に沿いながら押さえ，生徒たちの学びの
充実を図ることです。
　それぞれの資質・能力に関わって学びの充
実に向けた主なポイントは次のとおりです。
【知識，技能】
・ 知識の裏付け，技能の支えとなる基礎的な

概念や原理・法則についての理解を図る。
・ 知識，技能を，問題発見・解決の過程に

おいて的確かつ能率的に用いるとともに，
様々な日常や社会の事象の考察に生かした
り，より広い数学的な対象について統合的・
発展的に考察したりできるようにする。

【思考力，判断力，表現力等】
・ 得られた結果の意味を条件や仮定に即して

考察する機会を設ける。

・ 新しい知識を得る視点を明確にし，振り
返ることによる新たな問題の発見を生徒
に促す。

・ 目的に応じて的確な数学的な表現を選択し
たり，いくつかの数学的な表現を相互に関
連付けたりすることを通して，事象の本質
を捉えたり，理解を深めたりできるように
する。

【学びに向かう力，人間性等】
・ 自立的，協働的な活動を通して数学を学ぶ

機会を設け，数学を学ぶことの面白さ，考
えることの楽しさを味わえるようにする。

・ 数学を学ぶ過程での自身の変容を振り返る
などして，成長を明確に意識できるように
する。

・ 生活や学習に果たす数学の役割に気付くこ
とができるようにし，数学を積極的に活用
しようとする態度を養う。

　育成を目指す資質・能力を明確にし，それ
に応じたポイントを踏まえ授業づくりを進め
ていきましょう。

県中教研　数学部　全県部長
小千谷市立片貝中学校

� 校長　山本　俊介

　数学科においては，教科の目標に示されている
とおり，従来から大切にしてきている「数学的な
見方・考え方」，「数学的活動」をより意識した授
業づくりが求められています。
　学習指導要領の趣旨を踏まえ，数学科における
「深い学びにいたる授業」について説明します。

数学
数学的な見方・考え方を働かせ，
数学的活動を通して，資質・能力を
育む授業づくり
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「数学化」の過程を大切にし，生徒の問題への関与度を高める。
　数学的活動は，「事象を数理的に捉え，問
題を見いだし，問題を自立的，協働的に解決
する過程を遂行すること」とされ，次のよう
なイメージ図で示されています。

　既に数学的に加工された問題を教師が提示
し学習活動が始まるようでは，数学的活動と
は言えません。生徒自身が問題を発見するこ
とが重要です。このことにより，生徒は解決
すべき問題への関与度を高め，主体的な学び
へとつながっていきます。そのためには，イ
メージ図の中の「数学化」をより意識した授
業づくりを進める必要があります。
　現実の世界，数学の世界での「数学化」と

は，それぞれ次のとおりです。
【日常や社会の事象の「数学化」】
　理想化したり抽象化したりして，事象を数量や図
形及びそれらの関係などに着目して数学の舞台にの
せて考察しようとすること

【数学の事象の「数学化」】
　数量や図形及びそれらの関係などに着目し，観察
や操作，実験などの活動を通して，一般的に成り立
ちそうな事柄を予想すること

　各地区の実践では，「問題場面から生じる
生徒の困り感をもとに解決すべき問題を設
定」（中越），「既習事項とのつながりや差異
から生じた生徒の問いをもとに問題を設定」
（下越）など「数学化」の過程を大切にし，
主体的に学ぶ生徒の姿を引き出そうとする工
夫が見られています。
　「現実の世界」においては事象を生徒たち
が数理的に捉えていくことを，「数学の世界」
においては既習の学習内容との関連を生徒た
ちが意識することをそれぞれ大切にしなが
ら，「数学化」の過程の充実を図りましょう。

数学的活動の各過程で「見方・考え方」を効果的に働かせる。
　「数学的な見方」，「数学的な考え方」はそ
れぞれ次のように説明されています。
【数学的な見方】
　事象を数量や図形及びそれらの関係についての概念
等に着目してその特徴や本質を捉えること

【数学的な考え方】
　目的に応じて数,式,グラフ等を活用しつつ，論理
的に考え，問題解決の過程を振り返るなどして既習
の知識及び技能を関連付けながら，統合的・発展的
に考えること

　「数学的な見方・考え方」は，上記のそれ
ぞれの側面を踏まえ，数学的活動のどの過程
において働かせるか意図しながら授業づくり
を進めていく必要があります。

　例えば，上述の現実世界の「数学化」の過
程においては，生徒たちは「数学的な見方」
の側面から見方・考え方を働かせて問題を発
見し，事象を数学の舞台にのせていきます。
また，数学の世界では得られた「結果」を，
生徒たちは「数学的な考え方」の側面から見
方・考え方を働かせてさらに統合的・発展的
に考察していきます。　
　また，それぞれの場面で働かせた見方・考
え方を振り返ることも重要です。振り返るこ
とで「見方・考え方」はより豊かなものとなっ
て生徒に蓄積され，次の学習に生かされてい
きます。

数学　重点目標
　「数学的な見方・考え方」「数学的活動」をより意識した授業づくりを推進し，数学的に考
える資質・能力の育成を目指す。
○ 数学的活動における「数学化」の過程を大切にして，「数学的に表現された問題」の設定に

生徒が主体的に関わることができるようにする。
○ 「数学的な見方」，「数学的な考え方」それぞれの側面を踏まえ，数学的活動の適所に「数

学的な見方・考え方」を働かせる機会を意図的に設定する。
○ 問題発見・解決の過程において働かせた見方・考え方を振り返る場面を設定し，「数学的な

見方・考え方」をより豊かなものとして生徒への蓄積を図る。
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◉指定研究チームが提案する深い学びにいたる授業

情報機器を活用し，
意見や考え方の共有
で思考を活性化する

　友達や他のグループの意見や考え方
を素早く共有して確認することで，お
互いの見方・考え方を補完し合い，気
付きや多様な思考を促す効果が期待で
きると考えます。

つまずきや疑問点が
あれば，友達に遠慮
なく聞ける学習環境
をつくる

　課題や問題を正確に把握することか
ら学びが始まります。疑問や発言が問題
の本質に近づく視点になることもあり
ます。どんな疑問や発言も肯定的に評価
し，学ぶ意欲につなげます。発言の中で，
グラフの読み取り，式とグラフ，対応表
と式の関係について，定着が弱いことが
分かれば，適宜確認や学び直しを行な
い，深い学びに必要な知識や技能の定着
を高められると考えます。

思考の言語化が，深
い学びの整理と定着
に役立つ

　学んだことを自分の言葉でまとめる
ことで，思考と知識が整理され，学ん
だことに納得でき，達成感につながる
と考えます。

研究推進責任者
妙高市立新井中学校

三野　博治

　思考過程で芽生える疑問を遠慮なく発表し，友達と疑問を確認し解決に向けて学び
合える学習集団を目指します。対応表や式，グラフそして学んだ知識を活用して，課
題解決に向けて試行錯誤を繰り返し，その過程において，個々の生徒の見方・考え方
が補完され問題の本質に迫る姿が見られることを目指し，課題設定や授業展開を工夫
します。

会場校教科担当者
妙高市立妙高中学校

若山　泰文

研究主題： 生徒が主体的に学び合う課題設定と授業展開
の工夫

開 催 日：11月17日（木）
会 場 校：妙高市立妙高中学校
公 開：１学級
授 業 者：２年　若山　泰文　｢１次関数の利用｣
指 導 者：上越教育大学　教授　岩﨑　　浩 様

数学�＜上越地区・妙高市中教研＞
「１次関数の利用」

こんな深い学びの姿を目指します

深い学びにいたるポイント
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　２つの数量の関係に着目し，その関係にはどのような特
徴があるかを対応表や式，グラフを用いながら，理解を深
めました。小学校で学んだ内容を再確認し，疑問点や分か
らない用語の意味は，その都度，確認や
学び直しをしながら授業を進めました。

　iPadにGeoGebraで作ったソフトを配付し，生徒一
人ひとりが自分で反比例の式上の点を操作して考え
をまとめている場面です。視覚的変化で変わるもの，
変わらないものを体感して，思考を深めることがで
きました。
　グループの意見をまとめる場面においても，iPad
を操作しながら，自分の考えの根拠
を視覚的に友達と共有できました。

　グループでまとめた意見や考えを全体で共有す
る場面です。各グループの発表を聞きながら，黒
板にまとめた知識とも関連付け，自分になかった
考えや視点について確認することができました。
振り返りができる黒板やホワイトボードの良さと，
瞬時に意見や考えが共有できる情報機器の良さを
必要に応じて使い分けることが
大切です。

　振り返りでは，自分で見付けたことや，友達の発表から気付
いたことを，自分の言葉でまとめました。不明な箇所があれば，
iPadで各グループの発表画像を引き出して，学びを整理するこ
ともできました。自分になかった視点や考え方に出会うことが，
深い学びにつながります。

　１次関数のまとめの授業を公開します。最初の課題は，一定の割合で水
を水槽に入れ，ｘ秒後の水面の高さをｙ㎝とし，ｙ＝２ｘの関係がある。
その水槽に１㎝の高さまで水を入れ，物体Ａを入れてから水を入れるとｙ

＝４ｘ＋２になった。このときの物体Ａの形について考えます。中心課題は，グラフを提示して，
どのような物体を水槽に入れると，示されたグラフのようになるかを考えます。友達と意見や
考えを共有しながら，主体的に課題を追求する授業を目指します。

単元（比例と反比例）の様子単元（比例と反比例）の様子

研究会
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◉指定研究チームが提案する深い学びにいたる授業

【書く力の育成】
　図，式等だけでな

く，気付きや困り感，考えなどを言葉
でノートに詳しく書き，思考を顕在化
させます。授業の最後には，一連の学
びで自分の考えがどのように変化した
かを振り返らせ，ノートに自身の言葉
で記述させます。

【考える力の育成】
　導入では生徒が観察

を始められるよう，視点を与えた上で
教材を提示し，授業の入口から考える
力を育てます。教材と生徒を正対させ，
教材の観察から生まれた生徒の気付き
や困り感を焦点化させます。

【聞く力の育成】
　話し手の目を見て

反応しながら聞く力を育て，学ぶ意欲
と理解力を高めます。

【話す力の育成】
　板書で可視化した

自分の考えを仲間に分かりやすく伝え，
話す力と思考力を高めます。

研究推進責任者
南魚沼市立塩沢中学校

小林　成夢

　「主体的・対話的で深い学び」を実現させるために，教材に対する生徒の気付きや困り
感を板書で可視化して共有させ，生徒自身が本時の課題を見出すことができるようにし
ます。そして，その課題を解決するために対話が始まります。また，課題解決のための
見方や考え方を対比的に提示することで，生徒は自ずと共通点と相違点を考え始めます。
その結果，「新たな気付き」が生まれた瞬間，その生徒にとっての「深い学び」が生まれ
ます。そして，これを共有することにより，全体としての「深い学び」が実現します。

会場校教科担当者
南魚沼市立大和中学校

関　　翔弥

研究主題： 主体的に学習に取り組む態度の育成
　　　　　〜考える力・話す力・聞く力・書く力の
 育成と深い学びの実現〜
開 催 日：11月11日（金）
会 場 校：南魚沼市立大和中学校
公 開：１学級
授 業 者：３年　関　　翔弥
指 導 者：三条市立第二中学校　教頭　茶谷　　明 様

数学�＜中越地区・南魚沼郡市中教研＞
「相似な図形」

こんな深い学びの姿を目指します

深い学びにいたるポイント
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　「 気 付 き 」
や「困り感」，

「 考 え 」 な ど
を自分の言葉
でノートに詳
しく書かせることにより，思考を顕在化させます。

　板書で可視化した自分の考えを仲
間に語りかけるように伝えること

で，話す力と思考力を高めます。発言時間は常に計測
し，発言時間をどんどん延ばしていくことで，生徒の
話す力は更に高まります。また，発言するときは，板
書を隠さないための立ち位置，聞き手に胸を向けるた
めの指示棒の持ち方まで指示し，身振り・手振りを入
れ，語りかけながら伝えるよう指導します。

　 聞き手は話し手と目をつなげなが
ら聞く。仲間の発言に対して，「な

るほど」「あ〜」「分かった！」などのつぶやきや，う
なずくなどの反応をしながら聞くことで，学ぶ意欲と
理解力を高めます。

　相似な立体の体積比の関係を利用して，
容器に水が何杯入るかを説明する授業を予
定しています。考える力・話す力・聞く力・

書く力を「学びの基礎力」として，主体的に学習に取り組む生徒
の学びの姿に注目してご参観ください。

　教師は黙って教材を提示し，生徒
に観察させることで授業の入口から
考える力を育てます。生徒は既習事
項をフル活用し，「分かること」と「分
からないこと」をはっきりさせます。
教師はそれらを板書で可視化し，生
徒の「気付き」や「困り感」を顕在
化させます。

既習既習

新出新出

黙って提示黙って提示

単元（題材）の様子単元（題材）の様子単元（題材）の様子単元（題材）の様子

研究会
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◉指定研究チームが提案する深い学びにいたる授業

「振り返り」
　学びの過程や結果を言語化することによって，知識が再構成され，

次の学びでの問題発見や問題解決につなげられるようにします。その際，「本時の問
題解決に有効だった点」を視点として与え，生徒が単元を通して問い続けることがで
きるようにします。また，単元ごとに１枚の振り返りシートに学びを蓄積していき，
学びのつながりや発展を実感することができるように工夫します。

「対話」
　意図的に「対

話」の場面を設定します。ここで
は互いに考えを伝え合う活動を通
して，説明する際に根拠を明確に
する必要性や協働的な解決の有用
性を実感させます。また，多様な
考えを共有させたり，よりよい考
えを検討させたりして，説明の精
度や意欲の向上を図ります。ICT
を活用しより効率的で効果的な

「対話」を促していきます。

「見通し」
　生徒に目標を明確にさ

せ，全員に「何を」「どのように」追究すれ
ばよいのかを共有させるために行います。
この手立てによって，生徒の追究活動に対
する意欲の醸成を図ります。１時間の授業
の中では，ICTを活用するなどして実感を
伴う予想を立てたり，追究の方法を共有し
たりします。また，単元全体として，既習
の数学の性質を明示することによって，根
拠を明確にした説明を促していきます。

　「根拠を明確にして説明できる生徒」の育成を目指します。生徒は問題に出合った
とき，「振り返り」によって蓄積されたこれまでの学びを手がかりに新たな課題を発
見します。その課題の解決に向けて，結果や方法の「見通し」をもつことによって追
究の意欲が向上します。追究の過程では仲間との「対話」を通して，協働的に解決し
たり，解決したことを相手に説明したりして理解を深めていきます。解決した過程や
結果を「振り返り」，自分の学びを蓄積していきます。このサイクルをより効果的に
実践するために，単元の最後に目指す生徒の姿から遡って設計して単元を構想します。

会場校教科担当者
新潟市立東新潟中学校

竹内　明子

研究推進責任者
新潟市立小須戸中学校

土田　健太郎

研究主題： 数学的に考える資質・能力の育成に向けた授
業改善の工夫

開 催 日：11月10日（木）
会 場 校：新潟市立東新潟中学校
公 開：２学級
授 業 者：２年　熊田　隆行　　２年　羽田　真帆子
指 導 者：新潟市総合教育センター　指導主事　坪川　淳助 様

数学�＜新潟地区・新潟市中教研＞
「図形の調べ方」

深い学びにいたるポイント

こんな深い学びの姿を目指します
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単元を通じて1枚の振り返りシートを使い，
学びを蓄積します。

①〜④　ICTなどを利用し，実感を伴う
予想を立て，追究します。根拠をもって
説明するという，深い学びの姿の土台を
ここで築きます。

⑤〜⑦　根拠となる図形の性質
を複数使って説明をします。補
助線を引く場合にも「なぜそこ
に引くのか」に注目させます。
自分の言葉で説明をすることを
大切に，授業
を展開します。

⑧　凹形四
角形の角に

ついて，３つの内角の和と，凹
部分の角との関係性を，根拠を
もって説明する授業を予定して
います。７時間をかけて積み上
げた「ポイントの１〜３」を使っ
て探究していく
予定です。

⑨〜⑫　「証明のしくみ」「証明の書き方」を学ぶ
際に，結果の見通しをもった上で対話を行うこと
ができるよう時間を確保して授業を進めます。

⑬　単元の最後に目指す姿として「星形五角形の
内角の和の大きさを根拠をもって説明する生徒」
を設定し，ここから遡って単元の構想を進めまし
た。

単元（題材）の様子単元（題材）の様子

研究会
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◉指定研究チームが提案する深い学びにいたる授業

既有の知識を
組み合わせる
　生徒が前時までの学

習内容を確認できる状態でまとめてお
き，それらの既有の知識を組み合わせる
ことで，論理的な説明をすることができ
ます。

条件の一部を
変更する
　既習事項や前時の

学習の課題の一部を変更して課題を
設定することで，生徒は「この図形
ではどうなるだろう」「この前の課題
と似ている。少し考えれば解決でき
そう」と考えるようになります。
　思考対象の条件を変えながら単元
を構成していけば，生徒は見通しを
もちやすくなり，以前の学習で用い
た考え方や定理などを活用しやすく
なります。

多様な考えのよさを
見出す
　生徒同士がお互いの

説明を聞いたり，比較したりすることで，
自分の考えを見つめ直し，学習内容をい
ろいろな視点から自分の考えを捉え直
し，よりよい解決方法を考察します。

研究推進責任者
新発田市立猿橋中学校

小林　正人

　生徒は『ガイダンスシート』を用いて学習の流れをつかみ，知識や技能の蓄積が見
えるようにします。そのシートを活かし，単元の学習を条件変更により課題を設定し
て，学び合いにより解決を図り，その過程を振り返ります。これら一連の過程を繰り
返すことで次のような深い学びの姿を目指します。
　ア　既習事項との類似点に着目しながら，次の「問い」に向かう姿
　イ　既有の知識を組み合わせて，論理的に説明しようとする姿
　ウ　解決の過程を仲間と共有し振り返ることで，自分の考えを再構築する姿

会場校教科担当者
新発田市立豊浦中学校

加藤　知広

研究主題： 数学的な見方・考え方を働かせた
　　　　　深い学びのある授業
開 催 日：11月18日（金）
会 場 校：新発田市立豊浦中学校
公 開：１学級
授 業 者：２年　加藤　知広
指 導 者：上越市立清里中学校　校長　杉本　知之 様

数学�＜下越地区・新発田市中教研＞
「図形の性質の調べ方」

深い学びにいたるポイント

こんな深い学びの姿を目指します
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①　単元のはじめに，ガイ
ダンスシートを用いて生徒
と共に単元の目標や学習内
容，評価規準について確認
します。
　生徒は日々の学びの軌跡
を記すことで，本時と関連
のある既習内容を想起した
り，確認したりできます。

②　本単元では，単元全体の学習内容を，
直線の数や頂点の数，図形の形などに注目
して整理しました。そうすることで，条件
を変えて課題を設定しやすくなります。
　また，生徒は見通しを持ち，前時の学習
を活かして課題に取り組
みやすくなります。

③　直線や平行線と角の性質をいくつか
の公理から考え，説明します。学習した
内容はカードや掲示物にして，生
徒がすぐに使える形でまとめます。
　生徒はこのようにまとめられた
既習事項を根拠にし，いくつか組
み合わせながら新たな課題の解決
方法について説明します。

④　星形五角形の先端部分の角の和は180°
になることを既習の図形の性質を用いて説
明する授業を予定しています。

　生徒は既習内容を組み合わせながら，どのように説明すれば
よいか考えます。さらに，解決の過程を仲間
と共有し，他者の説明と比較しながら自分の
言葉でまとめる予定です。

⑤　合同な図形の性質を学習し，論理的に説明する方法を学習します。既習内容をどのように
組み合わせたら結論にたどり着くか考え，相手が納得するような説明ができるようにします。

単元（題材）の様子単元（題材）の様子

研究会
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◉ “深い学びにいたる授業”について

Ⅲ
　授業での考えをもとに
これからの自分を考える

道徳
生徒と教師が共に，よりよい生き方を
考える「特別の教科道徳」を目指します

県中教研　道徳部 　全県部長
新発田市立七葉中学校

� 校長　野澤　一吉

深い学びに至る授業を構想するポイント
　生徒に課題を自分事にさせるには，教師
からの問いに，生徒が捉えていた道徳的価
値と生活体験などを関連させることが大切
です（【教師の働きかけⅠ】）。課題を解決する
ために自分の考えを確かめたいという意欲
をもたせたいです。
　生徒の初めの考えを，学び合いにより，比
較検討させながら，その根拠や捉えていた道
徳的価値を再考させます。ポイントは，生徒
の考えや授業のねらいから多面的・多角的な
視点を設定し，他の考えを聴き自分を語らせ

ることです（【教師の働きかけⅡ・Ⅲ】）。生徒に，
その視点から，自分たちの考えの妥当性や有
効性，互いの考えの関連などを検討させます。
※ 多面的・多角的な視点により，生徒の視野が広がり，

個が成長し，学級の道徳性が成熟すると考えます。

　終わりに，学級での考えをある視点から関
連させ整理し，広がりや深まりをまとめます。
そして，生徒個々に，自分の考えの変化や捉
え直した点を含めて，自身の道徳的価値につ
いて振り返らせます（【教師の働きかけⅣ】）。

　道徳部は，「道徳性を養うために，課題を自分事
として捉え，自他の考えを多面的・多角的に捉え
直し，聴き合い語り合う学びを通して，よりよい
生き方を考える」生徒を目指して研究を推進して
きました。
　私たちは，「深い学びの姿」を目指し，手立てを
検証してきました。生徒は，多様な視点から自分
の考えを捉え直し，よりよい生き方を考えるよう
になってきました。
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【上越】自分の考えを多面的・多角的にとらえ
させる発問により道徳的価値を深めさせる。
　上越地区の研
究は，深い学び
の姿を，生徒が
視点を広げたり
変 え た り し て，
表層から深層に至る意見が交わされ，自分の
考えを整理できている姿としている。
　その手立てとして，主発問と補助発問など
の内容と構成や，生徒の考えの変化や強化さ
れたことを意識させる有効な思考ツールなど
を開発している。
　生徒の振り返りから深い学びに至ったかを
分析することにより，よりよい発問構成や意
見交流の方法について研究してきた。

【新潟】学び合いの場面で考えを視覚化し視
点を明らかにさせて最適解と納得解に導く。
　新潟地区の研
究は，深い学び
の 姿 を， 教 材，
先哲，他者及び
自己との対話を
通して，課題の理解や多様な考えを共有しな
がら，最適解と納得解を導く姿としている。
　その手立てとして，思考ツールやICTの
活用を工夫しながら思考を可視化し，多面的・
多角的な視点による対話により，考えが深ま
る過程を研究している。
　まとめとして，妥当性などを学級で検討し
て最適解を導き，振り返りとして，自己との
対話により納得解に至る学習過程について研
究を推進してきた。

【中越】題材に応じて，役割演技と教師の問
い返しにより道徳的価値を深めさせる。
　中越地区の研
究は，深い学び
の姿を，生徒が
実感的な理解を
伴いながら，多
面的・多角的な見方・考え方によって道徳的
価値をとらえている姿としている。
　その手立てとして，体験的な学習場面では
役割演技により課題を自分事としてとらえさ
せることと，問題解決的な学習場面では有効
な発問や問い返しについて研究している。
　特に，課題を自分事とする段階での役割演技
により，生徒が多面的・多角的なとらえに発展
する学習過程についての研究を推進してきた。

【下越】教材の中心課題を追究し，考えを深めさ
せる補助発問により質の高い振り返りに導く。
　下越地区の研
究は，深い学び
の姿を，課題を
多面的・多角的
に 考 え さ せ て，
自分の考えの変容を自覚し，その内容を具体
的にまとめる姿としている。
　その手立てとして，生徒自身が道徳的価値
の理解を深めるために，多面的・多角的に考
えることができる教材の選定と中心課題及び
補助発問の中身についての研究を進めている。
　普段の道徳授業から，振り返りの場面を大
切にする授業を実践しており，生徒が自分の
考えをまとめる質の向上に重点を置き実践研
究を積み重ねてきた。

道徳　重点目標
１ 　校長の方針の下，道徳教育推進教師が中心となり，各校の実態を考慮して，重点目標を

設定するなどして，道徳教育の全体計画及び年間指導計画を作成する。
２ 　自分事としての課題になるように，道徳的諸価値を基にして，生徒の考えやこれまでの

生き方を確認させるなどの働きかけを工夫する。
３ 　考え，議論させるために，多面的・多角的な視点からの重層的な発問や体験的な学習な

どを取り入れ，「自分を語る」授業を展開する。
　ア　登場人物への自我関与中心の学習　　イ　生きる上で出会う課題に対する問題解決的な学習
　ウ　道徳的行為に関する体験的な学習
４ 　授業者は，道徳の内容項目及び題材について，これまでの道徳的諸価値を再考するなど

して，自らの価値観を深める。

29



◉指定研究チームが提案する深い学びにいたる授業

発問構成（主発問・
補助発問）の工夫
　価値観の差異に注

目し，「自分事として考えてみたくなる
主発問・補助発問の工夫」を通して，
生徒の問題意識を生み出し，授業のゴー
ルを共有することで教師と生徒の学び
合う関係を構築する。

複数教員による
「ねらい」の練り上げ

　明確な指導の意図（指導観）をもって
授業に臨むために，複数教員による授
業検討を行う。
　事前の生徒の価値観を共有し，ねら
いを明確にし，「深い学び」の姿を確認
する。さらに，「深い学び」に至るために，

「自分との関わりで考えてみたくなる発
問構成（主発問・補助発問）」「多面的・
多角的に考えられる対話の工夫」につ
いて，検討する。
　複数教員で検討することで，一人で
は気付くことのできない視点を得るこ
とができ，生徒の学びの主体者として
の自覚を促し，深い学びへ導くことが
できる。

振り返りの工夫
　どの対話（対教材・
他者・自己）を通して

価値観の再構築（深い学び）がなされた
かを振り返り，その過程を認知するこ
とで自己内対話を促し，当事者意識を
もった道徳的価値観を追求する姿を促
し，行動の変容を期待したい。

研究推進責任者
上越市立直江津中学校

安藤　正人

道徳�＜上越地区・上越市中教研＞
「わたしのせいじゃない」

　「自分の考えを明確にし，その考えを伝え合う」→「相手の考えを傾聴し，話し合
あう活動の中で，教材について多面的・多角的に捉える」→「教師の主発問・補助発
問を受け，自分の考えをさらに深めていく」→「振り返りの自己内対話を通して，価
値観を再構築する」。その一連の姿を「深い学びの姿」として捉え，その姿が見られ
ることを目指します。そのために，考える必然性をもった「ねらい」を練り上げ，「ね
らい」に迫るために必要不可欠な主発問や補助発問（切り返しの発問）を想定します。

会場校教科担当者
上越市立板倉中学校

高井　瑞樹

研究主題： 自分の考えをもち，進んで考えを伝え合い，
深い学びを得る生徒の育成 〜発問構成の工
夫と対話の充実で，「深い学び」を促す〜

開 催 日：11月29日（火）
会 場 校：上越市立板倉中学校
公 開：１学級
授 業 者：２年　鶴巻　華恵
指 導 者：上越教育大学大学院　教授　早川　裕隆 様

こんな深い学びの姿を目指します

深い学びにいたるポイント
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　「考え，議論す
る道徳」の授業
を実現するため

には，多様な指導方法の工夫があ
る。どのような指導方法を取り入
れるのか，そして，生徒に何を学
ばせたいのか，「ねらい」を十分に検討する必要がある。
　深く考えることのできる分かりやすい発問から，「ねらい」
に近づく生徒の発言を「線」でつなぎ，その「線」が学級全
体の「面」となるよう，教師がコーディネートするため，複
数教員による指導案検討を通した「ねらい」の練り上げが重
要と考えた。

　「深い学び」が得られる
よう，取り上げる内容項目
（題材）から生徒の問題意
識をどのように掘り起こす
か検討し，自分事として考
えてみたくなる発問の設定
を通して，生徒の課題意識
を喚起する。

　道徳的判断の難しさを考える
対話や，道徳的価値を見出す対
話がもたらす葛藤場面を経て，
自らの価値観を問い直す。授業
の終わりに，その過程を振り返
り，意識化することで，新たな
見方や考え方を再構築できるよ
うな工夫に取り組んだ。

　「わたしのせいじゃない－せき
にんについて－」は，いじめの状
況と，責任のなすりつけあいが描
かれた絵本である。泣いている男

の子を前に，登場人物たちがそれぞれの立場でさまざ
まな言い訳をしている。いじめの積極的な加害者では
なくても，無関心であったり消極的であったりするこ
とがいじめを助長させていること，また，それが社会
で起きている様々な問題にも関連していることに気付かせたい。
　そのために，自分との関わりで考えさせる主発問・補助発問から問題意識や「人間としての
生き方」の深まりを生み出し，起こりえる様々な場面において，道徳的行為を選択し，道徳的
価値を実現しようとする判断力を養うために，その理由や根拠を出し合い，比較し合う対話の
中で，価値観の再構築（深い学び）を促したい。

単元（題材）の様子単元（題材）の様子

研究会
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◉指定研究チームが提案する深い学びにいたる授業

問い返し，切り返し
発問をする

　生徒の発言や意見は，直観的，反射的で
あることが多いです。多面的・多角的な
思考を促すためには，その発言の根拠を

「問い返す」ことが効果的です。その考え
に至った経緯を丁寧に「振り返る」ことで，
多様でより深い考えを引き出すことがで
きます。

役割演技を通じた
体験的な学習
　役割演技は「筋

書きのないドラマ」です。演者は自
分の道徳的判断力や心情をもとに，
他者と対話をします。互いに心を揺
り動かされるようすを，学級全体で
共有します。このことによって，道
徳的行為に関する体験的な学習を深
めていくことができます。また，役
割演技で取り上げた「問題」につい
て他者との対話や自己内対話を通し
て，道徳的価値を実感的に理解する
ことができます。

コンピテンシーを意識
した授業づくり

　話し合い活動などで出される多様な価
値観を広く平等に扱います。役割演技で
のモラルジレンマによる二つの内容項目
も柔軟に扱いながら「深い学び」につな
げていきます。

研究推進責任者
魚沼市立湯之谷中学校

渋谷　祐樹

道徳�＜中越地区・魚沼市中教研＞
「二通の手紙」

　道徳授業の質的転換のためには，質の高い多様な指導方法の確立が求められていま
す。文部科学省による報告の中には質の高い多様な指導方法として，「①読み物教材
の登場人物への自我関与が中心の学習」「②問題解決的な学習」「③道徳的行為に関す
る体験的な学習」が示されています。その中の③に関連し，役割演技を用いた指導方
法と深い学び，道徳諸価値の理解を深め，様々な課題や問題を主体的に解決する生徒
の姿を目指します。

会場校教科担当者
魚沼市立広神中学校

橋本　哲明

研究主題： 道徳授業における「質の高い多様な指導方法
の具現化を目指して」 〜役割演技，問い返し
発問の実践〜

開 催 日：11月16日（水）
会 場 校：魚沼市立広神中学校
公 開：１学級
授 業 者：３年　橋本　哲明
指 導 者：上越教育大学・上廣道徳教育アカデミー　特任教授　小宮　　健　 様
　　　　　魚沼市教育センター　統括指導主事　　　　　　　　新澤　美和子 様

深い学びにいたるポイント

こんな深い学びの姿を目指します
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演技後の話し合い役割演技中の場面

役割演技の全容

深い学び（道徳性の深化）について
　役割演技後の話し合いでは，演者の発言や考え方の変化などを，学級
全体で共有します。観客一人一人の考え方や新たに気が付いたことなど
を出し合うことで，多面的・多角的な思考の広がりが期待できます。さ
らに教師が生徒の発言に対して「問い返す」ことによって，発言の根拠が明確になります。同
時に周囲の生徒に多様な考え方を促すことにつながります。また，内容項目（徳目）については，
モラルジレンマにおける二つ以上の価値に軽重をつけず，生徒が「考える」というスキルを重
視した授業に努めます。

　本時の展開では，ねらいを達成する手段として，役割演技を用いた授業
実践を行っていきます。
　本授業では生徒が教材の道徳的諸価値を十分に理解し，それについての

深い思考を役割演技として体現しています。大切なのは，それを学級全体で，共有しつつそれ
ぞれが自分のこととして考え，議論することです。また，一連の研究を通して，新たな時代の
道徳科の在り方について模索していきたいです。

単元（題材）の様子単元（題材）の様子

研究会
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◉指定研究チームが提案する深い学びにいたる授業

研究主題： 「豊かなかかわりを通して，よりよく生きよ
うとする生徒の育成」 〜対話を通して多面
的・多角的に考えながら，最適解・納得解へ
向かう展開の工夫〜

開 催 日：11月24日（木）
会 場 校：新潟市立白新中学校
公 開：６学級
授 業 者：１年　橋本　千裕「題材：撮れなかった一枚の写真」
　　　　　１年　笹原　佑介「題材：銀色のシャープペンシル」
　　　　　２年　田澤　育江「題材：嫌われるのを恐れる気持ち」
　　　　　２年　和田　卓之「題材：人って，本当は？」
　　　　　３年　渡辺　一宗「題材：命の選択」
　　　　　３年　丸山　郁美・藍澤まき子「題材：手品師」
指 導 者：新潟青陵大学　教授　中野　啓明 様

多面的・多角的な思
考で深い学びへ

　道徳的判断力や実践意欲を育むため
には事象を多面的・多角的に考えるこ
とが大切です。自分では考えつかなかっ
た他者の視点を取り入れ，選択肢を広
げた上で自分の考えを深めていきます。

対話的な学びを通して
道徳的諸価値への理解
を深め，道徳性を養う

　道徳的諸価値への理解を深めるため
に，対話を中心とした授業を構成します。
　授業のねらいや学習課題に迫る手立
てとして，教材（先哲），他者，自己と
の対話を授業の中で効果的に位置づけ
ます。また，対話が単なる発表の場で
はなく，深い学びへと繋がるように発
問や対話の方法を工夫し，道徳性を高
め，よりよく生きようとする態度を養っ
ていきます。

最適解から納得解へ
　道徳の授業は合意形

成の場ではないので，学習課題に対す
るまとめ（最適解）を行い，その後の振
り返りで「自分はこう考える」という
納得解を導き出すことを大切にします。

研究推進責任者
新潟市立新潟柳都中学校

堀　　　徹

道徳�＜新潟地区・新潟市中教研＞
全学級公開授業

　教材との対話から登場人物の心情や課題に対する理解を深めます。他者との対話，
学び合いを通して課題を多面的に捉え，多様な視点や考え方を共有し，学級全体で最
適解を考えます。授業の終末では，最適解を踏まえた上で多角的な視点で自己との対
話を行い，納得解を導き出します。これらの過程を通して道徳的判断力や実践意欲を
高めていく生徒の姿を目指します。

会場校教科担当者
新潟市立白新中学校

田澤　育江

深い学びにいたるポイント

こんな深い学びの姿を目指します
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④最適解から納得解へ

②他者との対話，対話方法の工夫

①教材との対話，導入の工夫

③多面的・多角的な思考

【①教材，先哲との対話】
　まず初めに，教材との対話を行い，登場人物の言動や心
情を深く読み取ります。教材の提示方法を工夫したり，生
徒の日常と関連づけたりすることで，生徒が自分事として
学習課題を受け止め，主体的に学びたいと思えるように導
入を工夫します。

【②他者・自己との対話】
　次に主発問に対して，自己や他者（仲間や教師）との対
話を通して学習課題に迫っていきます。対話は手段であ
り目的とならないように，哲学対話やFTでじっくりと
語り合ったり，思考ツール，ICTを用いて思考を可視化
したり，対話方法に工夫を凝らして深
い学びへと繋げていきます。

【③多面的・多角的な思考】
　他者との対話で登場人物の行為や心情をより多くの視
点から考え（多面的な思考），思考や選択肢を広げていき
ます。また，他者の考えと自分の考えを比較・検討した
上で自分の考えをもつこと（多角的な思考）で道徳的諸価
値に対する理解をより深いものにして
いきます。

【④最適解から納得解へ】
　授業の終末では，学習課題に対するまとめを行います。まと
めは，内容項目のねらいに対して妥当性のあるまとめ（最適解）
を学級全体で行っていきます。
　１時間の授業を振り返り，最適解を踏まえた上で，自己との
対話を行い，納得解を導き出します。
　これらの過程を通して，道徳的な判断力，
心情，実践意欲と態度を育んでいきます。

　研究会では６学級の授業を公開します。
題材がすべて異なるため，授業展開もそれ

ぞれ題材に合わせ，対話方法などを工夫しています。
　豊かなかかわりを通して，よりよく生きようとする生徒を育
むために，３つのポイントを押さえた深い学びにいたる授業を
提案します。

単元（題材）の様子単元（題材）の様子

研究会
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◉指定研究チームが提案する深い学びにいたる授業

多面的・多角的に
考えるための補助
発問を工夫する

　本当にそれでよいのか，もし〜なら
〜するのか，人としてどうするべきか，
など考えを深める発問を適宜投げか
け，中心課題に対して自分事として捉
えていくための手立てとします。

道徳的価値の理解を
望ましい方向に変容
させる中心課題を設
定する

　初発の自分の考えを明確にし，班や
全体での対話を通して学びを深めてい
きます。終末場面で，主題に対しての
自分の生き方についてじっくり考えを
深められるような中心課題を設定しま
す。発問の仕方で生徒の考えが広がっ
たり，深まったりするので，広げたい
発問，深めたい発問を精査し，生徒に
投げかけていきます。

積極的な議論を成
立させる場面設定
をする

　ホワイトボードなどを使用して考え
を可視化し，仲間との意見の相違に気
付く場面を計画的に設定します。

研究推進責任者
五泉市立五泉中学校

後藤　陽子

道徳�＜下越地区・五泉市・東蒲原郡中教研＞
「命の選択」

①補助発問を受けた生徒の発言に対し，授業者が問い返す中で，生徒の思考が深まる。
②…その後の班の話し合いで，ファシリテーターによる問い返しにより，意見交換が活
発に続き，個々の思考がさらに深まり整理されていく。

③…まとめでは，テーマに対する思考が整理され，自分の生活を振り返ったり，仲間の
発言を受けて考えていたりするなど，じっくりと自分の内面と向き合って考えを表
出している。

この①〜③の姿を目指します。

会場校教科担当者
五泉市立川東中学校

西方　貴子

研究主題： 互いに認め合い，他を尊重する心の育成
　　　　　〜豊かな心を育む道徳教育を通して〜
開 催 日：10月26日（水）
会 場 校：五泉市立川東中学校
公 開：１学級
授 業 者：３年　髙野　由紀子
指 導 者：下越教育事務所　学校支援第２課長　田中　一史 様

こんな深い学びの姿を目指します

深い学びにいたるポイント
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　初めにテーマについての自分の考えを明確にします。班での話
し合いや全体での意見交換を経て，終末時に再度テーマについて
考えます。生徒がたくさんの考えに触れることを大事にして，授
業を展開していきます。

　あらすじを確認しながら，中心課題に迫る補
助発問を投げかけていきます。自分の考えを調
整したり，自問自答したりして
生徒は考えを深めていきます。

　班の意見交流では，ホワイトボードを使用し，可視化します。文字にすることで自分の考え
との相違点に気付き，生徒同士でも問い返しが行われます。ファシリテーターがすかさず「それっ
てどういうこと？」と問い返し，議論が始まります。仲間の意見や考えの裏にある心情や真意
を青字で，おかしいと思うところは赤字で書きます。こうすることで，自分の考えとは異なる，
仲間の意見が明確になり，議論を活発にして班員で考えを深めることができます。
　その後，写真撮影したホワイトボードをロイロノートを使い，全体で共有
することで，さらにたくさんの考えに触れます。

　人工呼吸器をつけたくないと意思表示した祖父。苦しむ祖父を楽にして
やりたいという思いから人工呼吸器をつける判断をした家族。
　その判断が正しかったのかと葛藤する家族の姿から，「命」「人の死」「終

末期」について考える授業を予定しています。
　家族の判断が本当に正しいか，自分がその家族だったら，自分がその立場だったら，と考え
れば考えるほど，悩んでしまう資料でもあるため，中心課題から反れないように補助発問を組
み立て，生徒を深い思考に導くように工夫をします。

単元（題材）の様子単元（題材）の様子

研究会
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◉ “深い学びにいたる授業”について

県中教研　美術部　全県部長
阿賀町立阿賀津川中学校

� 校長　稲生　一徳

美術
「想像」と「創造」の往還を通して，
見方や感じ方を深める授業

見方や感じ方を深める　表現と鑑賞の相互の学習
　生徒は，作品が完成した時に，成就感や
達成感を得ます。より大きな成就感や達成
感を得るためには，表現と鑑賞との関連を
図ることが重要です。なぜならば，作品を
鑑賞し，作者の心情や表現意図について考
えることは，表現する際に主題を生み出す
力になるからです。また，表現を通して主
題を生み出した学習経験が，鑑賞では作者
の心情や意図を感じ取る力を深めることに
つながるからです。

　岡地先生（長岡東中）の授業では，自分ら
しい表現を追求させるために「自画像」の制
作に取り組みます。その指導過程の導入に，
美術作家の自画像の鑑賞を位置付けます。作
家の心情や制作意図，表現の工夫などを読み
取らせます。作者の作品に込めた様々な思い
や主題を深く考えさせることは，生徒が自己
の内面を見つめ直し主題を生み出すきっかけ
や，自分の表したいものを強化したりするこ
とにつながります。

　美術科の学習は「見る」行為から始まる。
　対象を見ることから，直接自分の感覚を通して
湧き出たイメージや印象を，造形の要素である色
や形と関連付け表現します。
　この，生徒自身が芸術的価値として意味付ける
過程こそが，深い学びにいたる授業のための指導
プロセスです。
　また，深い学びにいたる授業をつくる力は，授
業を見る目から生まれます。
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「森」を見る視点
（実物大の作品を座視）

　作品の歴史や固有情報を教えるのでは
なく，作品に対する自分の見方，感じ方
や考え方を他者との対話を通して，自分
の見方や価値意識を深めたり広げたりす
ることをねらいとしています。

「木」を見る視点
（細部を拡大し見る）

深い学びを支える「効果的なICTの活用」
　長岡市中教研では，ICT（クロムブック）を
道具として，学習のねらいに応じた効果的な
活用について研修を進めている。ICTの活用

により，目（視覚）と手（触覚）と頭（思考）と
の一体化を図ることを通して，生徒自身の基
点を実感し，友人とのつながりも拡張します。

見方や感じ方を深める　対話型鑑賞
　美術科の学習の特性として，意図的に仕組
まれたものではなく，活動に付随した偶発的
な学び（セレンディピティ）が生まれます。
これは，他教科にはない美術科ならではの楽
しさでもあります。
　杉崎先生（村上東中）の授業で注目したい
のは，作品を感じ取ったことや考えたことを
第三者（友人）にも理解できるように言葉で
表現したり，造形の要素にかかわる知識を活
用したりしながら交流をさせます。授業者が
生徒の言葉を繋ぐことにより，気付かなかっ
た新たな視点や概念などを獲得し，作品に対
する新たな価値をつくり出していきます。

　村上・岩船中教研では，県立近代美術館の
学芸員を講師とした研修や授業研究を通し
て，研鑽を積んでいます。また，感受したこ
とを自分の言葉で語り，感じ方の違いや価値
観の多様性を共感的に理解できる生徒を育ん
でいます。

美術　重点目標
「美術を通して，豊かな生き方やコミュニケーションができる生徒の育成」
○ 形や色彩など造形的な美しさを表現したり，鑑賞したりする授業を通して，お互いの見方

や感じ方を認め合う生徒を育てる。
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◉指定研究チームが提案する深い学びにいたる授業

共感的態度の育成
　ムーブノート※を使

用して，効率良く意見を集約します。
自他の考え方や感じ方の違いを捉え，
新たな自分の見方や考え方を広げます。
伝える力の育成
　意見交流しながら鑑賞することで，
色や形などがもつ特徴や，イメージを
生かして表現することの価値を話し合
うことで，自分が制作する自画像への
思いや考えをまとめ，深めていきます。
授業前後のアンケートで確認
　題材の様々な場面で，意識して取り
入れたICTの利用が，深い学びに繋がっ
ているのかを確認します。授業前後に
Formsでアンケートを実施し，効果や
改善点を検討します。

学習意欲を掻き立てる
　ジャムボードの付箋

機能を使用し，班員と共有しながら意
見を打ち込むことで，正解を気にせず
主体的に取り組めます。

豊かな構想を引き出す
　オクリンク※のカー

ド機能を活用して作品の構想を練りま
す。文字だけでなく画像も取り入れ，
視覚情報として自分の頭の中にある考
えを整理し，カードを組み替えながら，
より明確にイメージし易くなります。

研究推進責任者
長岡市立大島中学校

竹田　祉薫

美術�＜中越地区・長岡市中教研＞
「自画像」

〇題材について，自分なりの意味や価値を探しながら，自分の思いを確かにしている姿。
〇…自分で決めた主題に対し，構想を練り上げ，創り出す喜びを感じながら，試行・探
求し続ける姿。

〇…自他の作品からよさや美しさを感じ取り，互いの感性や表現の多様性を認め合いな
がら，考えを深める姿。

会場校教科担当者
長岡市立東中学校

岡地　大輔

研究主題： ICTを利用した主体的な表現活動の工夫
開 催 日：11月10日（木）
会 場 校：長岡市立東中学校
公 開：１学級
授 業 者：３年　岡地　大輔
指 導 者：阿賀町立阿賀津川中学校　校長　稲生　一徳 様
　　　　　新潟県教育庁義務教育課　
　　　　　　　　　副参事・指導第二係長　清水　康一 様

※学習用ソフト（ミライシード内の機能）　ムーブノート…協働学習支援アプリ，オクリンク…授業支援アプリ

こんな深い学びの姿を目指します

深い学びにいたるポイント
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自画像鑑賞「アンソール」
　タブレットを使って「仮面に囲まれた自画
像」を班で鑑賞します。描かれている一つ一
つの顔を拡大しながら，読み取れた表情や想
像した感情などを打ち込み，顔で囲まれた主
人公はどんな気持ちなのかを想像します。

構想を練る
　オクリンクで自分がイメージするキーワードをカードにし，そこから連想した言葉を繋げて
イメージマップを作成します。インターネットから画像を引用し，視覚情報として分かりやす

くまとめます。一旦できあがったイメージ
マップをスライド形式で仲間と共有して客
観視します。その後，再び個人活動に戻り，
カードを追加したり入れ替えたりしなが
ら，自己表現を追求するために構想を深め
ます。

　題材の中にICTを効果的に取り入れることで，生徒が
主体的に取り組みながら自己表現でき，より深い学びに
繋がるだろうと研究を進めてきました。

　研究会当日は２部構成で開催します。第１部は，有名作家の自画像を導入部分で鑑賞する公
開授業を予定しています。時代の違う作品や描かれた年代によって表現が違う作品を鑑賞する
ことで，自画像とは自分の気持ちや考え，人生そのものを絵で表現しているという本質を知り，
生徒一人一人が自分にとって自画像を描く意味を考えていきます。
　第２部は，研究推進委員６名，それぞれが様々な題材におけるタブレットの活用場面を，プ
レゼンテーションボードを使って発表します。長岡市中教研美術部員へのアンケートでは，ク
ロムブックを使用した何らかの効果が感じられているものの，まだどの学校も授業実践が少な
いため，使い方や活用方法が分からない，環境が整っていないなどの言葉が寄せられています。
私たちが実践し研究してきた内容が，これからの授業づくりのヒントになればと思います。

題材の様子題材の様子

研究会
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◉指定研究チームが提案する深い学びにいたる授業

対話型鑑賞
　対話型鑑賞は，作品を見る人同士の対話を通して作品の理解を

深め，鑑賞者が作品のよさや美しさ等を実感し，価値を作り出す鑑賞です。
　対話型鑑賞を通して他者と解釈の交流をすることにより，自分とは違う見方や感じ
方と出会うことで自分一人では気付かなかった価値などに気付き，視野が広がりま
す。また，他者を受け入れるとともに自分を受け入れてもらうことで自己有用感も高
まります。さらに，想像力の育成につながることが期待されます。最終的には自分の
見方，感じ方に自信をもって人に何を言われても「これだ！」と表現できる生徒の姿
が期待できます。

深める問い
　自分なりの解釈を

深める問いを提示します。そうするこ
とが，他の作品を鑑賞する際にも汎用
する抽象的な概念の獲得になると考え
ます。

自己との対話
　形や色彩などの造

形の要素をもとに考えさせることで，
作品が訴えてくるものをじっくり読み
解きます。そして自分の言葉で考え整
理します。

〇…対象を形，色彩，筆勢といった造形の要素や構図など，複数の観点から観察し，想
像力や感性を働かせながら，そこから受ける印象を自分の言葉で表現し，対話を通
して，他者の視点や考え方，感じ方に気づき，対象を新たな見方で捉える姿。

〇…対話型鑑賞の活動を通して，作者の表現意図と，表現方法や視覚効果との関わり等
に気づき，他の作品の鑑賞や，自分の作品制作にも生かしていける抽象的な概念を
獲得する姿。

会場校教科担当者
村上市立村上東中学校

杉﨑　浩子

研究推進責任者
村上市立村上第一中学校

野原　千絵

研究主題： 主体的に美術と関わり，美術作品の自分なり
の見方や感じ方を深める指導の工夫 

　　　　　〜対話型鑑賞の実践を通して〜
開 催 日：11月11日（金）
会 場 校：村上市立村上東中学校
公 開：２年２組
授 業 者：２年　杉﨑　浩子
指 導 者：下越教育事務所　学校支援第２課　指導主事　磯部　　睦 様
　　　　　胎内市立中条中学校　校長　　　　　　　　　丹後　直子 様

美術�＜下越地区・村上市岩船郡中教研＞
「鑑賞」

深い学びにいたるポイント

こんな深い学びの姿を目指します
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自己との対話
　これまでのプレ授業では『最後の晩
餐』『記憶の固執』『イギリスの見納め』

など，様々な作品を教材にして鑑賞の授業をし，作品の
見方を学習してきました。
　当日は①造形の要素（形・色・筆勢など）を意識的に
捉えて見る②絵の中に入り込んで五感を働かせて見る
③「この作品で，どんな出来事が起きていると思う？」（自分なりの想像）⇔「作品のどこから
そう思いましたか？」（根拠）という見方を提示します。それに沿って個人で絵を見て自分の考
えを書いていきます。

対話型鑑賞　…　グループになり，それぞれが考えたことや感じたことを順番
に伝え合い，聞き合います。生活経験は人それぞれで，出てく
る解釈も多様です。
　出された解釈に対して，ファシリテーターが「どこからそう
思う？」と問い，解釈を深めていきます。このとき他者の解釈
を否定せずに聞くことが大事です。最後にファシリテーターと
ライターが中心になり，出てきた解釈を分類し，提示された問
いに向かって集約していきます。

深める問い
　今年度の研究会では，
昨年度の課題として，

①対話が弾み，深まるような作品選び②臨場感のある作品提
示③効果的なICTの使い方④対話型鑑賞の展開⑤振り返り，
まとめの仕方⑥発言や語り合いの交流活動の経験の６点があ
げられ，議論と実践を重ねてきました。
　その中でも特に，④の「深める問い」とは，どのような問
いなのかが課題となりました。本時では岡本太郎の『森の掟』
を鑑賞します。様々な視点から様々な解釈が出てくると予想
されますが，この鑑賞活動を通して「絵の印象はどこで決ま
ると思うか」という問いを投げかけます。この問いを考え対
話することで，他の作品を見る際や，自分自身の作品制作に
も生かしていける抽象的な概念を獲得できると考えます。

単元（題材）の様子単元（題材）の様子

研究会
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◉ “深い学びにいたる授業”について

技術・家庭
生活を工夫し，創造しようとする生徒
の育成…〜実践的・体験的な活動を通して学び合う授業〜

県中教研　技術･家庭部　全県部長
南魚沼市立大和中学校

� 校長　青木　新一

現状の問題点から未来の社会を構想し，プログラミングや構想図・
具体物での試行錯誤を通して深い学びを創出する　技術分野

　土屋先生（新津第五中：技術分野）の「情
報に関する技術」の実践では，スマート農業
という２年時の栽培分野の学習で見いだした
課題に関連させながら，これからの農業と情
報社会のつながりを考えるという時間軸での
学びの中で現在の課題を考える。平面軸の学
びでは，他との交流を通して論理的に思考し
実際にプログラミングして問題解決を図る。
ポイントは失敗を意図的に仕組み，Try and 
Errorを繰り返してプログラミングを進める
ことである。技術分野においてはプログラム
や構想図・アイディアスケッチなども言語で
あり，これらを生活に関わる見方考え方を生
かして意見交換しながらイメージを共有し作
り上げていく。思考力・判断力・表現力をフ
ル活用し学びを深める。

　前澤先生（鏡が沖中：技術分野）の「情報
に関する技術」の実践では，技術分野の生物
育成にかかわりの深いSDGsである「あらゆ
る年齢の人が住み続けられる社会」の観点か
ら過去から現代への問題点を確認し，持続可
能な社会の担い手という技術分野の目標実現
にむけて，未来について計測制御を利用して
解決できる問題を考える。
　プロトタイプを作りそれをもとに検討して
改良していく。計測・制御によって課題を解
決する方法を挙げ，グループで議論しよりよ
く改善していく。プロトタイプやモデルを改
造するという手法はものの仕組みを考え技術
を検証するという技術分野では有効である。
視点を明らかにし思考力をフル活用して深く
追求する学習である。

　新潟県の技術･家庭科では数年間文科省調査官
から指導をいただく機会を得て，主体的・対話的
で深い学びについて研究を進めてきました。その
視点は「主体的な学びとは過去から未来への時間
軸の学び，対話的な学びとは現在の空間で学ぶ平
面軸での学び，その相互作用で生まれるのが深い
学びである。」というシンプルなものです。生活や
社会の問題をもとに，他との交流を通して実現可
能な最適解を探り，生活を改善する実践力を育て
ます。
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地域との交流で
現実と正対し追
求を深める

社会や生活の中から問題を焦点化し，他や地域との対話を通して，
将来への実践につながる深い学びを創出する　家庭分野

　長谷川先生（鏡が沖中：家庭分野）の「衣
･食･住の生活」と関連させて考える「家族･
家庭生活」についての実践では，高齢者の身
体的な衰えを学んだ総合の時間との関連をも
とに，将来の高齢者とのかかわりの視点を生
活の中に生かす時間軸の流れを作っている。
その中で，地域に支えられている自分に気づ
き，支えられる側から支える側に成長しよう
という実践力につなげるためにリフォームに
ついて学ぶ。新潟工科大学との交流をはじめ
柏崎市の教育財産を活用しての理想と現実の
比較や，他のグループとのリフォーム案の比
較検討などの交流を通して，広範囲での経験
や価値観に触れる平面的な交流を実現してい
る。現実に向かい合う部分に重点を置き，実
践力につながる深い学びを創出している。
　赤塚先生（山の下中：家庭分野）の「衣生活・
住生活の自立」の実践では，防災教育で総合
に取り組んだ内容や他教科の学習内容と関連

させ，住空間での家族の安全対策を家庭で実
践するという時間軸の流れを作っている。ま
た地域の消防士や救急隊員などから災害の実
際について学ぶ場を設定する。より具体的で
現実的な住環境の改善を考えるために，モデ
ル家族を設定し，高齢者や幼児・けが人を存
在させ考える。自ら考えた安全な住空間のシ
ミュレーションを発表する。さらにその防災
対策が可能かどうか区長や防災士からの点検
を受ける。過去・現在・未来という時間軸に
生徒と地域の方との交流という平面軸での広
がりで深い学びを創出する。

技術・家庭　重点目標
　実践的・体験的な学習活動を通して基礎的・基本的な知識及び技術を身に付けるとともに，
学習したことを生かして，よりよい生活，社会を目指そうとする能力と態度の育成に努める。
○  生活実態や社会状況を適切に把握し，学習意欲を高め，生活との関連を重視した指導計画

や教材開発に努める。
○  学習結果や技術と家庭や社会との望ましい関係等について，自分の考えを発表したり，話

し合ったりする活動場面を設定する。
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◉指定研究チームが提案する深い学びにいたる授業

（総合的な学習の時間）
全体を貫く

学習課題の把握
　「総合的な学習の時間」
と連携して学習をすすめま
す。生徒が生活の中にある
問題を発見できるよう，高
齢者疑似体験の場を設けま
す。教科の学習では，この
体験を基に問題の解決方法
を提案していきます。

（左から）　研究推進責任者（技術分野） 刈羽村立刈羽中学校 梅田　　茂明
　　　　　研究推進責任者（家庭分野） 柏崎市立第二中学校 青木　久美江
　　　　　会場校教科担当者（技術分野） 柏崎市立鏡が沖中学校 前澤　　　侑
　　　　　会場校教科担当者（家庭分野） 柏崎市立鏡が沖中学校 長谷川　智美

技術・家庭�＜上越地区・柏崎市刈羽郡中教研＞
「家庭分野／A家族・家庭生活（４）
… リフォームで家族が安心して住める住空間をゲットしよう！… 技術分野／D情報の技術（３）… 誰もが快適に暮らせる『スマートホーム』を考えよう　　……」

　「あらゆる年齢の人々が住み続けられる社会」の観点から，自分たちの生活を見つめ直し，課題
を見つけ仲間と共に解決する方法を探ります。「総合的な学習の時間」で取り組んだ高齢者疑似体
験を基に，家庭分野では，高齢者を含んだ家族全員が安心して暮らせる住宅のリフォーム案を考え
ます。さらに技術分野では，誰もが快適に暮らすため，計測・制御のプログラミングを利用して解
決できる課題の最適解を使用者のニーズを踏まえて導き出していきます。このように家庭分野と技
術分野での学びを関連させ考えを深め，持続可能な社会の実現を目指そうとする実践力を育みます。

研究主題： 持続可能な社会の構築に向けて生活を工夫し創造する生徒の育成 
　　　　　〜よりよい生活の実現に向かう力を高める学習指導の工夫〜
開 催 日：11月18日（金）
会 場 校：柏崎市立鏡が沖中学校
公 開：２年１組，２年２組
授 業 者：２年　長谷川　智美　（家庭分野）　　２年　前澤　　侑　（技術分野）
指 導 者：上越教育大学　教授　　　　　東原　貴志 様
　　　　　柏崎市教育委員会　指導主事　樋口　雅樹 様

（家庭分野）
地域人材と協

働し，検証する場の設定
　住宅や高齢者介護の専
門家など，地域の人的資
源を活用し，生徒の提案
を検証する場面を設定し
ます。学校外の方との交
流により問題解決の視点
が広がり，さらに熟考す
ることにつながります。

（技術分野）
課題解決のた

めに試行錯誤する場面の確保
　教科の「見方・考え方」
を働かせ，課題解決のた
めの方法を試行錯誤する
場を設けます。課題解決
に向けた活動を繰り返し
ながら，最適な方法を提
案できるようにします。

深い学びにいたるポイント

こんな深い学びの姿を目指します
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総合的な学習の時間の学習の様子総合的な学習の時間の学習の様子
　SDGsを基本理念とし，本研究では「持続可能な社会」を

「あらゆる年齢の人々が住み続けられる社会」と定義しました。
２年生の総合的な学習の時間を使って，「誰かのために何かが
できる大人になろう」という全体を貫く大きな学習のテーマ
を全員で共有します。今回は特に，「誰か」にあたる部分を「高
齢者」とし，高齢者疑似体験を行い，実際に身体的衰えを実
感した上で，自分に何ができるのか考えるきっかけとします。

家庭分野の学習の様子家庭分野の学習の様子
　少子高齢化が進む柏崎に対し，生徒が将来
への不安を述べることがあります。「地元を
愛し，地元で暮らす生徒を増やしたい」と，
地域の大学，介護事業所，社会福祉協議会の
人々と協力しながら「オール柏崎」を合言葉
に指導の構想を練り上げてきました。
①　高齢者が家庭内で，どのような暮らしに
くさがあるか，また，解決するためにはどう
したらよいか確認します。
②　娘夫婦との同居を機に自宅リフォーム
をどうすべきか
考えます。比較
的容易な事例Ⅰ
で，リフォーム
の要点を押さえ
ます。

③　 ② と
同 じ 条 件

で，間取りが異なる事
例Ⅱについてリフォーム案を考えます。事例
Ⅰと違い，難易度が上がり，理想の家造りに
向けた話し合いが進みます。各班の発表を終
えた段階で，「その道の達人」から講評をい
ただきます。どう評価されるのか，緊張が高
まります。こうして「あらゆる人々が安心し
て暮らせる社会」の見方，考え方に視点が向
けられるようにします。
　以上の学習を
踏まえ，技術分
野の内容に更に
課題が引き継が
れます。

技術分野の学習の様子技術分野の学習の様子
①②　コンピュータによる処理の基礎的・
基本的な仕組みを理解します。また，その
処理の流れをフローチャートで表現したり，
micro:bitエディタを使ってプログラムした
りすることを学びます。
③④　身の回りにある計測・制御を使った電
化製品やシステムなどを調べ，処理の流れを
フローチャートを使って表現する。その中で
出てくる様々なセンサーの働きを理解し，そ
れらを使ったプログラムを作成します。

⑤〜⑫　既習の総合的な学習の時間や家
庭分野の内容を踏まえ，誰もが快適に暮
らすために計測・制御を用いて解決で
きる課題を設定します。課題のフロー
チャートやプログラムを作成し，実際に
micro:bitや汎用キットを使ってプロトタ
イプを作成します。技術の『見方・考え方』
を働かせ，課題を整理し
試行錯誤して解決策を考
えます。

⑬　制作した課題を解
決するためのシステム
のプロトタイプをプレ

ゼンテーションします。
　プレゼンを聞く生徒は，制作者の立場，使
用者の立場から，技術の『見方・考え方』の
視点からアドバイ
スを送ります。
　もらったアドバ
イスからより良い
製品にするための
解決策を考えます。

研究会

研究会
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◉指定研究チームが提案する深い学びにいたる授業

関わり合いながら，
解決方法を考える

　見いだした課題に対して，他者との関
わりの中から多様な意見，考え方を取り
入れ，取捨選択をしながら課題解決の方
法を導き出していきます。

既習事項からこれからの
生活や未来への課題を見
つけ出す

　技術分野では「生物育成の技術」，家
庭分野では「総合的な学習の時間」で学
んだことから生じた課題や，これから生
じるであろう問題に目を向けます。自分
が体感した課題や社会的にも話題になっ
ている問題であることから，生徒の関心
も高く，意欲的に取り組む姿が期待でき
ます。

試行錯誤をしながら，
解決方法を見つける

　実証実験やタブレットによるシミュ
レーションを繰り返す中で，課題の解決
のための試行錯誤を繰り返しながら，自
己の実践方法を導き出していきます。

　体験してきた既習事項の中から，これからの生活や未来に向けての課題を見いだし
ます。その課題に対して，思考ツールなどを活用しながらの他者との関わりを通して
解決方法を導き出します。導き出した解決方法に対して，タブレットなどのICT機器
を使い試行錯誤をする中で論理的な思考を深めたり，解決方法をすりあわせたりする
ことで最適解を見つけ出し，自己の実践方法を見いだす姿を目指します。

（左から）　研究推進責任者（技術分野） 新潟市立山潟中学校 寺田　敬史
　　　　　研究推進副責任者（家庭分野） 新潟市立内野中学校 芳賀　志津子
　　　　　会場校教科担当者（技術分野） 新潟市立新津第五中学校 土屋　稜太
　　　　　会場校教科担当者（家庭分野） 新潟市立山の下中学校 赤塚　仁美

技術・家庭�＜新潟地区・新潟市中教研＞
「計測制御のシステムを栽培に生かそう（技術分野）
… 住居の機能と安全な住まいを考えよう（家庭分野）…」

研究主題： 生活を工夫し，創造しようとする生徒の育成 
　　　　　〜実践的・体験的な活動を通して学び合う授業〜
開 催 日： 11月10日（木）
会 場 校： （技術分野）新潟市立新津第五中学校 （家庭分野）新潟市立山の下中学校
公 開：（技術分野）３年４組 （家庭分野）３年２組
授 業 者：（技術分野）３年　土屋　稜太 （家庭分野）３年　赤塚　仁美
指 導 者：（技術分野）新潟市立総合教育センター　指導主事　上野　一志 様
　　　　　（家庭分野）新潟市立総合教育センター　指導主事　尾形　美穂 様

こんな深い学びの姿を目指します

深い学びにいたるポイント
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技術分野の題材の様子技術分野の題材の様子
①②　技術分野は「計測・制御に関するプ
ログラミングによる問題解決」を題材とし，
micro：bitの仕組みと操作技能を学習します。

③④　micro：bitのセンサーの学習を
しながら，前年度に「生物育成の技術」
の学習内で実践したサニーレタスの栽培やス
マート農業と関連させ課題を発見させます。
サニーレタスを栽培する際に自分たちが感じ
た苦労が，センサーを用いて軽減できること
をグループの話し合いで気付かせます。今回
は，水やりの苦労に目を向け，自動灌水装置
のためのプログラミングを課題とします。

⑤⑥　自動灌水装置のプログラムのため
に，しきい値をどのように決めていくか
考えさせます。グループで考えた方法で実証
実験を行い，しきい値を決定し，プログラム
を完成させます。

⑦　プログラムと装置を完成させ，実際に運
用してみます。また，運用結果から修正を加
え，より良いものにします。

⑧　自分たちが実践した活動を振り返り，ス
マート農業で取り入れられている技術に気づ
き，自分たちの工夫次第で未来に起こるであ
ろう問題の解決をすることが可能であること
に気付かせます。

家庭分野の題材の様子家庭分野の題材の様子
①　家庭分野では「住生活と自立」の題材で
の実践を行います。家族の生活と住空間との関
わりについて理解を深め，見通しを持たせます。

③④　住居の基本的な機能の理解の上，
「総合的な学習の時間」で実施した防災

学習での体験や防災士や消防士からの情報を
踏まえながら，他者と関わりながら家族の安
全を考えた住環境」を設定します。関わり合
いでは，シンキングツールを用いて考えを深
まらせます。

⑤　自然災害（地震・水害）を想定しながら，
タブレットを用いて仮想モデル内でのシミュ
レーションをしていきます。災害時に家族の
安全面が達成できているか，家族構成への配
慮があるかなど，他者と意見交換をしながら
試行錯誤を繰り返します。

⑥　自作したシミュレーションの発表を行い
ます。発表後は，防災士や地域の方からも意
見をもらい，実用的なプランにします。

⑦　前時の発表をもとに，自分の考えた解決
策を振り返ります。自分たちの工夫は，災害
に備え，どの世代も安全でよりより良い住環
境が作り出せていることに気付かせます。
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◉ “深い学びにいたる授業”について

特別活動
集団や社会の形成者としての見方・考え
方を働かせ集団や自己の課題を解決する

県中教研　特別活動部　全県部長
長岡市立江陽中学校

� 校長　佐藤　裕之

特別活動で育む資質・能力と三つの視点
　特別活動では，学んだことを人生や社会で
の在り方と結び付けて深く理解したり，これ
からの時代に求められる資質・能力を意識し
て身に付けたり，生涯にわたって能動的に学
び続けたりすることができるようになること
が重要です。指導に当たっては，「集団や社
会の形成者としての見方・考え方」を働かせ
ながら，以下の資質・能力を育成します。

「知識及び技能」
　多様な他者と協働する様々な集団活動の意義
や活動を行う上で必要となることについて理解
し，行動の仕方を身に付けるようにする。

「思考力，判断力，表現力等」
　集団や自己の生活，人間関係の課題を見いだ
し，解決するために話し合い，合意形成を図っ
たり，意思決定したりすることができるように
する。

「学びに向かう力，人間性等」
　自主的，実践的な集団活動を通して身につけ
たことを生かして，集団や社会における生活及
び人間関係をよりよく形成するとともに，人間
としての生き方についての考えを深め，自己実
現を図ろうとする態度を養う。

　また，資質・能力を育成するための視点と
して，「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」
の三つが示されました。これらの「視点」は，

「資質・能力の育成における重要な要素であ
り，資質・能力を育成する学習過程において
も重要な意味をもつ」とされています。この
三つの視点を常に意識し，学級や学校で実施
される特別活動の様々な集団活動等を検討・
吟味することが求められています。下図は，

「三つの視点」をイメージ化したものです。

　特別活動では，集団や社会の形成者としての見
方・考え方を働かせ，様々な集団活動に自主的，
実践的に取り組みます。「自分達の課題は自分達で
解決する！」のように，互いのよさや可能性を発
揮しながら集団や自己の課題解決に取り組むこと
をとおして，資質・能力の育成を目指します。
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＜引用・参考文献＞
国立教育政策研究所（H30）「みんなで，よりよい学級・学校生活をつくる特別活動【小学校編】」教師用パンフレット
文部科学省（H29）「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説特別活動編」
名古屋学芸大学教養・学際編・研究紀要第16号（R ２）「特別活動の指導法における『三つの視点』と学級活動」

深い学びにいたる題材・学習過程の工夫
　特別活動における主体的・対話的で深い学
びの実現とは，学級活動や生徒会活動，学校
行事等の学習過程をとおして，生徒が資質・
能力を身に付け，中学校卒業後も能動的に学
び続けることができるようにすることです。
そのためには，授業や指導の工夫・改善を行
い，一連の活動過程の中で質の高い学びを実
現することが求められます。
　上越市立牧中学校では，１〜３年生の３年
間を通して「タイムカプセルを作る」という
共通のテーマを掲げ，キャリア教育に取り組
んでいます。将来の自分の姿を考え，そのた
めに今の自分について振り返ったり仲間との
対話をとおして他の考えを知ったりする活
動，また，地域を支えている様々な方々の思
いや実践を知る，職業体験で学ぶ等の活動を
行います。各学年での実践，その時々の自身
の考え，思いや振り返りをポートフォリオと
してタイムカプセルに詰めようというもので
す。この取組では，生徒は「10年後になり

たい（なっていたい）自分」について考え，
なりたい自分になるために，今，そして今後
の自分がどう行動するかを考え，自身の進路
選択につなげることができることを目標とし
ています。
　新潟市立宮浦中学校では，生徒により生徒
会で「自校の課題」として取り上げられた事
柄の解決に向け，生徒が「自分たちの課題は
自分たちで解決する」ことに挑戦する取組を
行っています。それを支えるものとして，「共
に学ぶ，友に学ぶ」をキーワードに，学級活動・
道徳・生徒会活動等が連携した実践を行って
います。また，話し合い活動を年間をとおし
て計画的・継続的に行い，生徒が課題解決に
向けて話し合い，合意形成を図ったり意思決
定したりするなど，よりよい人間関係を育む
学級経営・授業経営の基盤を構築します。こ
れらの取組により，生徒が「自校の課題」を
自分ごととして受け止め，解決を図ろうとす
る姿を期待しています。

特別活動　重点目標
　望ましい人間関係を築き，集団や社会の一員として，よりよい集団生活を実現する生徒を
育成する。
○学校における集団活動や体験的な活動の一層の充実を図る。
○ 自分の考えを発表したり，他と交流したりしながら，考えを広げたり，深めたりする場を

設定する。
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◉指定研究チームが提案する深い学びにいたる授業

学校全体で特別活動と
総合的な学習が連携し
たキャリア教育

　生徒たちは「10年後の牧と自分」につい
て考え，自分たちの考えや成長の足跡を残
すためにタイムカプセルの作成を進めてい
ます。地域について調べ，考え，発信する
ことは，総合的な学習の時間で行っていま
す。特別活動では，自分を見つめ，目指す
べき自己の将来像を描くことを目標にして
います。それらを連携させることによって，
様々な角度からキャリア教育を進めたいと
考えています。この取組を貫くテーマは「な
りたい自分になる」です。

地域に学ぶ，地域
を考える取組の
推進

　「牧を熱くしたい」という思いを
もった地域のゲストティーチャーを
招き，彼らの生き方に触れることで，
中学生が主体的に地域や自分の将来
について考えることができるように
取り組んでいます。
　また，まちづくりワークショップ
で，地域の方と一緒に牧の将来につ
いて考えることや，地域の方の思い
に触れることで，主体的に実践する
意欲につなげたいと考えました。

研究推進責任者
上越市立清里中学校

白川　大輔

　生徒一人一人が，自分の将来の生き方や生活，地域の将来について興味・関心をもち，
「どんな自分になりたいか」を考え，イメージをもつとともに，自ら課題を見出して，
自分のこと，学ぶこと，働くこと，他人と関わること，そして生きることについて考
え，見通しと目標をもって生きていこうとする姿を目指します。

会場校領域担当者
上越市立牧中学校

山本　明子

研究主題： 個々の生徒の自己実現に向けた主体的な実践
活動

開 催 日：10月21日（金）
会 場 校：上越市立牧中学校
公 開：１学級
授 業 者：２年　山本　明子
指 導 者：上越教育大学　　　教授　　　阿部　隆幸 様
　　　　　上越市教育委員会　指導主事　小山　　明 様

特別活動�＜上越地区・上越市中教研＞
「牧中タイムカプセル」

深い学びにいたるポイント

こんな深い学びの姿を目指します
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思考ツールを使ってタブレットで意見を共有

①まちづくりワークショップ
　「10年後の牧を考える」をテーマに，学校運営協議会の方々
をお迎えしてまちづくりワークショップを行いました。牧
のよいところ，課題を全校生徒がそれぞれ出し合い，それ
をもとに，各学年の総合的な学習の時間のテーマに関わる
課題を設定し，その解決策を学年ごとに考え発表しました。

②ようこそ先輩ミニ講演会…（R3年度6回，R4年度5回実施の予定）
　牧中学校にゆかりのある「先輩」や地域で活躍されている
方をお招きし，中学生に向けて様々な経験談やメッセージを
お話していただくことを通して，さまざまな生き方や考え方
があることを知り，夢に向かって自己を高める意欲をもち，
地域に誇りをもてるようにと実施しています。

③１年次の取組
　特別活動におけるキャリア教育の実践において，将来の自分について考える活動や現在の自
分たちについて振り返ったり，話し合ったりする活動を継続して実践するため，「タイムカプセ
ルを作ろう」をテーマに，ポートフォリオの側面も期待してスタートしました。授業公開では，
10年後にタイムカプセルを開けたときの気持ちや，どんなものを残していきたいかを話し合い
ました。

④プレ授業公開（令和４年６月17日）
　職場体験学習を通して自分
自身が身に付けたいことや成
長した姿を具体的に考えるこ
とで，見通しと目標をもって
より主体的にキャリア教育と
しての職場体験に取り組み，

「なりたい自分」を考えるス
テップとしました。

⑤職場体験学習
　牧地区内の事業所に依頼し，職場体験学習を実施しました。
事前学習では，職業調べのほか，マナー講座など対人スキルについて学ぶ機会をもちました。

（令和４年10月21日）
⑥「10年後の自分を考える」
　牧の10年後を考える取組や，これまで

に学んだことをふまえ，「10年後になりたい自分」を考えます。
そして今，どんなことをどうやって頑張っていくのか考える授
業を予定しています。子どもたち一人一人が自分を見つめ，そ
れぞれがファシリテーターの気持ちになって動き，盛んに意見
を交流し，考えを深める場面をつくりたいと考えています。

単元（題材）の様子単元（題材）の様子

研究会
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◉指定研究チームが提案する深い学びにいたる授業

年間を通して話し合
い活動を設定する

　年間を通して行事ごとに話し合い活
動を全校体制で設定することで誰とで
も話し合い，自分事として捉えること
で話し合い活動に積極的に参加するよ
うに促します。（4月…学級目標，6月
…理想のリーダー像，7月9月…運動会，
クラス合唱に向けたスローガンの作成，
11月…学級での思いやり宣言の作成）

目的に応じた話し合いを設定する
　班単位，クラス単位で合意形成に向けて話し合いを行う際に視点

を明確にすることで，合意形成に向けた話し合いを全員で行います。小学校での話し
合いのやり方を基に，互いの意見を尊重しながら他者と関わる姿を育成します。また，
思考ツールを用いてメンバーの意見を可視化します。

全校朝会や道徳で，
「自分事として捉え
る」ように支援する

　12月の思いやり集会に向けて，「イジ
リ見逃し０

ゼロ

」という視点で各クラスの
実態を振り返るという活動を生徒会が
主体となって行います。道徳で心情面
を育て，生徒から呼びかけを行うこと
で自分事として捉えることができるよ
うにします。

研究推進責任者
新潟市立内野中学校

松山　綾子

特別活動�＜新潟地区・新潟市中教研＞
「合意形成に向けた話し合いスキル」

　「自分たちの課題を自分たちで解決する」というところから，「共に学ぶ，友に学ぶ」
というキーワードを立てて，よりよい人間関係を育む学級経営・授業経営の基盤を構
築します。小学校で培った話し合いのスキルをレベルアップし，年間を通して話し合
い活動を継続的に行うことで生徒自身が集団生活や人間関係の課題を見出し，解決す
るために話し合い合意形成を図ったり意思決定したりする姿を目指します。

会場校領域担当者
新潟市立宮浦中学校

中村　匡宏

研究主題： よりよい人間関係を育む学年・学級経営の工夫
　　　　　〜他との関わりを必要とする活動を中心として〜
開 催 日：11月24日（木）
会 場 校：新潟市立宮浦中学校
公 開：１学級
授 業 者：２年　中村　匡宏
指 導 者：新潟市教育委員会　学校支援課　課長補佐　三條　貴之 様

深い学びにいたるポイント

こんな深い学びの姿を目指します
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時 重点 ○学習活動

1
・
2

主 学級目標の設定

3 思・判・表
理想のリーダー像を
考える

4 知・技
運動会学級スローガン
の設定

5 知・技
合唱学級スローガン
の設定

6 主
集団や他者との関わり
方に関する道徳

7 思・判・表
学級でのイジリ等の
実態を振り返る

８
︵
本
時
︶

思・判・表 学級での思いやり
宣言を考える

9 主 思いやり集会

　理想のリーダー像を各クラスで考え，それに
基づいて各リーダーを選出します。その後運動
会やクラス合唱でのクラス目標を生徒たちの話
し合いで設定します。

　小学校で培ってきた話し合いのスキルを
育成し，「共に学ぶ・友に学ぶ」姿での話し
合いを構築します。

　学級目標を自分事と
して捉えられるような問
いかけをします。「○○が
できるとどんな学級にな
るだろうか」「○○という
姿になるためには何を頑
張ればよいだろうか」

　生徒会からの提
案を受けて，学級で
イジリやいじめをな
くすためにはどうす
ればよいか考え，ス
ローガン（思いやり
宣言）を作成します。

　イジリやいじめに関わ
る教材について全員で考
え，学級でのイジリの実
態を共有します。

単元（題材）の様子単元（題材）の様子

研究会
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◉ “深い学びにいたる授業”について

主体的で協働的に学び，新たな価値を創り出すための課題との出合
わせ方

　「なぜ，それを追究するのか？（目的）」知
的好奇心や自己実現の欲求等，学びたい意欲
へ誘うための人，社会，自然等の学習対象の
関わり方や出合わせ方が，最初のポイントで
す。これまでの生徒の考えとの「ずれ」や「隔
たり」，対象への「憧れ」や「可能性」から，
このことを何とか解決したい，貢献したいと

いう切実感が生まれるよう『自分ごと』とし
て捉え，探究する価値のある学習課題を設定
していくことが大切です。生徒の内発的な動
機が，主体的で協働的に学ぼうとする意欲を
持続させ，プロジェクト型学習（PBL）として，
課題解決や新たな価値を創造するなど，学び
を深めていくことができます。

　社会の課題に気付き，解決策を試行錯誤し，自
分で考え行動する力や協働する力を育むためには，
学びたい，追究したいという内発的な動機が重要
です。切実感のある状況や世の中を変えようと努
力している人との出会い等，生徒の心に課題意識
の火を灯し，地域に貢献しようとする探究的な学
習のポイントを紹介します。 県中教研　総合的な学習の時間部　全県部長

新潟市立内野中学校

� 校長　佐藤　靖子

総合的な学習の時間
内発的な動機を呼び覚ますプロジェクト
型学習（PBL）から育む資質・能力
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考えるためのスキルと，アウトプットし合える学びの土壌づくり
　探究活動では，考えるためのスキルを活用
させると学びが深まります。「整理・分析」
の過程は思考力，判断力，表現力等を育てま
す。そして考えるためのスキルを用いて，情
報を整理・分析したものをタブレットやホワ
イトボード等にアウトプットすることによっ
て，生徒間で共有し，評価し合うことができ
ます。また，協働学習で欠かせないことは，
学びの土壌が整っていることです。学びの土
壌とは，挑戦や失敗が応援される「安心安全

の土壌」，違いを受け入れ活かそうとする「多
様性の土壌」，日常的に問いが行き交う「対
話の土壌」，地域にアクセスできる「開かれ
た土壌」です。課題に対し合意形成を図り最
適解を導き，世の中をよりよくしようとする
行動や，well-beingを向上させるために，教
師は教える側のみでなく，生徒と共に学び合
い，教師も自分ごととして一緒に探究しよう
とする大人の存在が生徒によりよい影響を与
えます。

考えるための

スキル

順序づける 比較する 分類する 関連づける 多面的・多角的に見る

理由づける 見通す 具体化する 一般化する 構造化する

教職員全員で組み立てる「総合的な学習の時間」カリキュラム・マネジメント
　総合的な学習の時間について，校務分掌担
当者や学年担当者が少数で計画，運営をして
いないでしょうか？総合的な学習の時間は，
生徒の資質・能力を最大限に育成できる領域
です。教育目標と各校で育みたい生徒像，教
育ビジョンに照らし合わせ，教科横断型の軸
となるよう見通しとストーリー性やテーマ
（柱）を教職員全員参加型のFT等で確認し
ながら，プロジェクト型学習（PBL）となる
ようカリキュラム構成を行う検討過程が重要
です。そのために検討できる時間，場面の確
保をします。
　修学旅行についても，総合的な学習の時間
と連動させ，今までの学習を活かし，課題追
究するために，何の視点をもって，何を確か
めたいのか？生徒にどのような出会いをさせ
たら，追究課題に迫れるのか？等，担当学年
のみで計画するのではなく，総合的な学習の
時間のカリキュラム構成を行う際に全教職員

で一緒に計
画をすると
修学旅行の
ねらいや見
通し，つけ
たい力が明
確になります。
　また，その学校独自の継続した追究学習を
行うことで，先輩から後輩へ学習のバトンが
渡り，経年変化調査等，長期に渡る追究活動
を地域へ提供することにより，地域課題解決
へより一層近づけ，地域貢献にも役立つ可能
性もあります。
　防災・減災学習や職場体験活動，地域の魅
力紹介ビデオや成果物等，地域も学校からの
アプローチを期待していますので，生徒の実
態や時代のニーズのあった活動を精査し，持
続可能な学習を継続することも大切です。

総合的な学習の時間　重点目標
　学習過程と評価を中核に，主体的・対話的で深い学びが実現できるような学習指導を推進する。
○  学習過程において，「課題設定」を工夫し，「協働的な学習」と「言語活動」を適切に位置

付けることを通して，探究的な学習の充実を図る。
○  「育てようとする資質や能力及び態度」の視点に配慮した評価の観点を定め，それに基づ

いて生徒の具体的な学習状況を想定した評価規準を設定し，学習評価の充実を図る。
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◉指定研究チームが提案する深い学びにいたる授業

情報発信（発表会など），他者からの情報収集（意見交流など）の設定
　発表会などの情報発信だけで終わるのではなく，他者からも意見を

もらう情報収集の場を設定する。
（メリット）
①　発表により既有の知識と新しい知識をつなぎ，「新たな学び」へと変容させることができる。
②　意見交流により得た情報から，新たな課題へとつなげ，探究のサイクルが繰り返される。

「体験的活動」を取
り入れた単元構成
の工夫

　単元の学習過程に，内容に関わ
る体験的活動を取り入れる。
（メリット）
① 　「体験的活動」を行うことで，

課題を「自分事」として捉える
ことができる。

② 　「課題」を自らの関心に基づい
て条件設定することができる。

小中９か年の学習課程の工夫
　中学校区で防災学習ブック

「災害と向き合う」を防災学習の教材として
採用し，新潟県防災学習プログラムと併用し
た学習課程を編成する。
（メリット）
① 　小中９か年の防災教育を体系的・計画的に

推進することができる。
②　 共通の基準での防災教育を行うことができる。

〇…防災教育を「知る」「考える」「行動する」の３つの段階に分け，課題を「自分事」
として捉えることで，様々な場面で培った「見方・考え方」を働かせながら主体的
に問題を探究する姿。

〇発表場面等で，互いに意見交流をする姿。
〇振り返りから，新たな課題を見つけていく「探究サイクル」を繰り返す姿。

会場校領域担当者
三条市立本成寺中学校

相馬　宏司

研究推進責任者
三条市立下田中学校

比護　一幸

総合的な学習の時間･防災教育�＜中越地区・三条市中教研＞
「学習問題を『自分事』としてとらえる
 ことのできる防災教育」
研究主題： 学習問題を「自分事」としてとらえることの

できる防災教育 〜自己の生き方に生かすため
の学習課程の工夫〜

開 催 日：11月25日（金）
会 場 校：三条市立本成寺中学校
公 開：全校
授 業 者：相馬　宏司＋全学年部職員
指 導 者：長岡震災アーカイブセンターきおくみらい　赤塚　雅之 様
　 　 　　三条市教育委員会　指導主事　　　　　　　荒川　高明 様

深い学びにいたるポイント

こんな深い学びの姿を目指します
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①　中学校区で防災学習ブック「災害と向き合う」
を防災学習の教材として採用することで，防災に
関する共通の指導事項を実践し，正しい知識や考
え方を獲得することができます。

②　中学１年生では，洪水防災に関わる講話，防災マッ
プ作りを通して，自分たちの住む地域の特徴や危険個所
をまとめ，校内発表をしました。
③　中学２年生では，地震防災に関する講話，中越地震
の被災地やアーカイブセンター見学，避難所運営講話や
ゲームなどの体験的活動を通して，それらを「自分事」
として生活にどのように反映させていくかという実践的
な態度を培う土台にしていきます。
④　また，それらの体験学習を次への学習に生かすため，
ワークシートに毎回まとめ，ポートフォリオ
として記録を残していきます。

⑤　防災学習ブックやいくつかの
体験学習を通して学んだ知識を生
かし，自分の住む地域で災害状況
を設定し，理想の避難をシミュ
レーションしながら，同地区の班
員でまとめます。

⑥　災害から，自分自身や家族，地域を守るために何が必要で，何ができ
るのか「住んでい
る地域の理想の避

難」をまとめ，発表します。
　また，意見交流する活動を通して，
新たな課題へとつなげ，探究のサイ
クルが繰り返されるよ
うにしていきます。

⑦　中学３年生は，小学生への出前授業を行い，防災に関する学習を通して得た知識を，今後
に必要なこととして練り上げ，発信します。この活動を通して，生徒は主体的に課題解決に向
けて思考する姿勢を養っていきます。また，小学生は，中学校での防災学習をイメージし，こ
れからの見通しをもつことができます。

単元（題材）の様子単元（題材）の様子

研究会
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◉指定研究チームが提案する深い学びにいたる授業

制作した動画を多角
的に分析する
　自己満足ではなく，

視聴者に佐渡の魅力がよく伝わる動画
にするために，協働的な学びを進め，
他班と相互に動画の改善案を出し合い
ます。

動画の訴求力を高め
るためのシナリオ作
成や取材・編集を工
夫して行う

　YouTube視聴者の興味・関心を引く
動画制作には「魅力的に伝えるための
番組構成力」が必要です。ここで，連
続する様々な課題を解決していきます。

佐渡の魅力を認識し，
その広報の方法を考
える

　この単元の根幹である「『佐渡の魅力
をより多くの人に知ってもらいたい』と
いう意欲」を高めるためには，まず生
徒が佐渡の魅力を深く知ることが肝要
です。そのために，佐渡の魅力をよく
知る方々を招いて講話をいただきます。
次に，「どうしたら佐渡の魅力を多くの
人に知ってもらえるか？」を話し合わ
せます。生徒が提案した案は「YouTube
に動画を掲載して佐渡の魅力を広く発
信する」です。

○…生まれ育った佐渡の魅力に気付き，その魅力をより多くの人に伝えるための探究的
な学習に主体的・協働的に取り組む姿。

○互いのよさを生かしながら，積極的に地域に貢献しようとする姿。
○…佐渡の魅力を多くの人へ伝えるために，互いに意見を出し合いながらストーリーや
撮影素材を選択し，説明を効果的に加えてYouTube動画を制作しようとする姿。

会場校領域担当者
佐渡市立金井中学校

大木戸　雅人

研究推進責任者
佐渡市立両津中学校

堀田　直也

研究主題： 探究的な見方・考え方を働かせ，地域の課題
の解決を目指す総合的な学習

開 催 日：11月８日（火）
会 場 校：佐渡市立金井中学校
公 開：３年A組
授 業 者：３年　中川　一貴
指 導 者：佐渡市教育委員会　総合教育センター　所長　加藤　雄一郎 様

総合的な学習の時間�＜下越地区・佐渡市中教研＞
「…佐渡の魅力をより多くの人に
…伝えよう！」

こんな深い学びの姿を目指します

深い学びにいたるポイント
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①　まず，佐渡へのUターン
や移住者など様々な立場の島
民の講話を聞いたり，佐渡の
ことを調べたりして，佐渡の
魅力を発見していきます。

②　そのようにして佐渡の魅力を認識した上
で，「佐渡の魅力をより多くの人に知っても
らう方法」について話し合います。ここで挙がった様々な候
補から「佐渡の魅力をPRする動画を制作し，YouTubeに掲載
する」活動を選択します。そして，地域の良さをPRするもの
をはじめとして多くのYouTube掲載動画を調べ，比較するこ
とによって，訴求力の高い動画の特長を知り，自分たちの制
作する動画の方向性を考えていきます。

③　YouTube視聴者の興味・関心を引く約２分間の動画
を制作するために，「ストーリー性の考案」「現地での撮影・
取材」「PCソフトを使用しての編集作業」
を班で行っていきます。

④　編集作業を進めていくと「ストーリーに合う動画が
もっと欲しい」などの新たな要望が出てきます。その解決
のために２回目の現地での撮影・取材活動を行い，再び編
集作業を続けます。

⑤　《前半》制作途中の他班のPR動画を視聴
し，その班の伝えたい魅力が上手に表現され
ている効果的な箇所と，改善した方がよい箇

所を修正案を添えて班内で出し合い，他班に伝えていきます。
　《後半》そして他班からのコメントを参考にして，自分たちが伝
えたい佐渡の魅力をさらにより良く伝えるため
の改善策を，班内で考えていきます。

⑥　さらに２時間をかけて，動画の完成に向けての最終的な編集活動を行います。出来上
がった各班の作品は，３年生全員によるコンテストを行った上で，優秀作品とされた数点を
YouTubeにアップします。このコンテストにおいても互いの作品を批評し合うことによって，
さらに多角的な見方を高めていきます。

単元（題材）の様子単元（題材）の様子

研究会
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2�指定研究１年次の進捗状況

　今年度，指定研究がスタートした研究推進委員会
について，夏段階の進捗をお知らせします。
　プレ授業の情報は順次，県中教研ホームページに
掲載されますのでご覧ください。



◉指定研究１年目，研究の進捗状況・予定はこんな感じです

▶上越地区

「深い学び」とは何かを考える

　個で考えたことを集団で共
有し，最後に個に戻る。生活
に根ざした，身近な内容を取
り上げると「深い学び」が実
現しやすい，などの意見が出
されました。

▶中越地区

深い学びの姿を共有！

　FTを通して見えてきた「当
事者意識」「多面的・多角的
な考察」「強化・深化・変容」

「根拠」「納得解・最適解」な
どのキーワードをもとに授業
を構想していきます。

▶新潟地区

「見方・考え方」を働かせて学びあう生徒

　研究主題は「『できる授業』
『学びあう授業』〜「見方・
考え方」を働かせる深い学び
の実現〜」です。視点と根拠
を持って意見を交換し，より
高い次元の思考にたどり着く
授業を模索します。

▶下越地区

深める問いで深い学びを‼

　推進委員会で目指す深い学
びの姿とそれを具現化するた
めの手立てを共有しました。
その中で「深める問い」をキー
ワードに掲げ，研究を進めて
いくことを確認しました。

　生徒が，仲間，教師や教
材との対話を通して，事実
や様々な考え方を解釈する。
そして，見方・考え方を働
かせて学んだことをつなげ
て，自己の考えを広げ，深
い学びとなる授業を目指し
ます。

社会
　見方・考え方を自在に働
かせ深い学びの実現を目指
します！ 全県部長

加茂市立七谷中学校 
　校長　小森　一秀

上越市中教研
上越市立直江津東中学校
� 長野　朋水

三条市教研
三条市立大崎学園
� 廣瀬　貴久

新潟市中教研
新潟市立山の下中学校
� 加藤　真澄

新発田市中教研
新発田市立第一中学校
� 海老名　崇

研究推進委員会の様子

第１回研究推進委員会の様子第１回研究推進委員会の様子

第１回研究推進委員会「深い
学び」とは何かを考えました
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◉指定研究１年目，研究の進捗状況・予定はこんな感じです

▶上越地区

知識の繋がりが生み出す深い学び

　自転や公転の知識を繋げて
黄道を題材に深い学びを追究
します。どの生徒も授業に没
頭できるような課題提示や，
ICTの活用方法についても検
証します。

▶中越地区

理科を学ぶ楽しさを実感！

　「深い学び」をテーマに目
指す生徒の姿を検討しまし
た。生徒が自分たちの学びを
つなぎ，他者と学び合い，課
題解決する中で，新たな学び
に向かう原動力が育つような
授業を目指します。

▶新潟地区

「え？」と思わせる課題設定

　深い学びが成立するには，
課題設定が肝心だと推進委員
会で確認しました。「認識と
ずれ」のある課題を設定し，
学習意欲を喚起して，深い学
びに迫ります。

▶下越地区

深い学びの姿を授業で提案‼

　「深い学び」の姿を《問題を
見いだし，自ら解決策を考え
る姿》とし，７月に提案授業
を行いました。今後も検討を
重ね「深い学び」になるため
のポイントなどを整理します。

　生徒がどんな姿を見せれ
ば深い学びが成立している
と言ってよいのでしょう。
それを教師が明確にイメー
ジし，そのための手立てを
理科部で議論する，そんな
部会になるといいですね。

理科
　「あぁ，そういうことか」，
「私，間違って覚えてたな
あ」と，わかり直しができ
る授業

全県部長
五泉市立五泉中学校 
　校長　大川　正史

柏崎市刈羽郡中教研
柏崎市立東中学校
� 小山　明伯

長岡市中教研
長岡市立東中学校
� 金井　太一

新潟市中教研
新潟市立藤見中学校
� 間　　英法

五泉・東蒲中教研
五泉市立五泉中学校
� 石川　公康

深い学びが成り立つ条件に
ついて検討した時の記録

10月に阿賀津川中学校，11月
に五泉中学校で授業公開予定。

７月の提案授業の様子（ピーターコーンを数えている）７月の提案授業の様子（ピーターコーンを数えている）

７月21日 第２回研究推進委
員会での話し合いの様子

深い学びにつながる課題
設定を検討しています。
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◉指定研究１年目，研究の進捗状況・予定はこんな感じです

▶上越地区

英語で伝え合う生徒の姿とは！

　推進委員の授業を互いに参
観し協議会を行っています。
上越地区英語科の共通課題を
確認し，深い学びにいたる生
徒の姿が具現化する授業を目
指します。

▶中越地区

「深い学び」の授業について意見交換！

　テーマは「目的・場面・状
況に応じて適切な表現で自分
の考えを伝えられる生徒」の
育成です。互いの授業を参観
し，より良い授業について追
及します。

▶新潟地区

主体的に学び合う姿を共有！

　主体的に学び合う生徒の育
成を目指します。
　４技能・５領域における思
考力・判断力・表現力を高め
る指導について，研究授業を
通して検討していきます。

▶下越地区

主体的に生き生きと！

　研究主題は「生徒の主体性
を育み，見方・考え方に着目
した授業の創造」〜生徒が生
き生きと思いを伝え合う授業
〜です。生き生きと学ぶ姿を
引き出す手立てを検討中です。

　「この英語を使う目的はな
んだろう？」「この場面では
どんな英語を使えばいいの
だろう？」これらを意識す
ることで，適切な英語を使
える生徒が増えていくはず
です。

英語
　目的，状況，場面に合わ
せた適切な英語を使える生
徒の育成を目指す。 全県部長

三条市立下田中学校 
　校長　小林　貴英

上越市中教研
上越市立大潟町中学校
� 鈴木　有紀子

燕市・西蒲原郡中教研
燕市立燕北中学校
� 渡邉　朝博

新潟市中教研
新潟市立新津第二中学校
� 小田　久美子

村上市岩船郡中教研
村上市立村上東中学校
� 中山　えり子

11月の新潟市中教研研修会
で，授業の取組を公開します。

第１回研究推進委員会の様子
第１回研究推進委員会の様子

（研究主題について検討）

上越地区中学校１年生の
英語授業の様子
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◉指定研究１年目，研究の進捗状況・予定はこんな感じです

▶中越地区

「思い」を音楽表現につなぐ！

　音楽における「深い学び」
について話し合い，共通の認
識をもちました。「思い」を
合唱で表現する授業を，追究
していきます。

▶下越地区

印象的な旋律で佐渡の魅力を発信！

　生徒が表したいイメージを
もって創作活動に主体的に取
り組み，「深い学び」のある
授業が実現できるようICTを
効果的に活用しながら授業研
究を進めていきます。

▶上越地区

学び合いの授業実践の共有

　これまでの学び合いの授業
実践を共有しました。ICTの
活用と学習カードを工夫し，
深い学びにつながる研究を進
めていきます。

▶新潟地区

深い学びのある授業を目指して！

　主体的に学ぶ生徒の育成を
目指し，深い学びにつながる
ための効果的な教材や有効な
ICTの活用について検討しま
した。

　伝える相手や目的を明確
に意識し，表現への「思い」
をふくらませる…そこに深
い学びや音楽に至る「カギ」
があると考え，研究を進め
ています。

　体育や保健の見方・考え
方を働かせ，合理的な課題
解決に向けた学習過程を通
して，生涯にわたる豊かな
スポーツライフを実現する
ための資質・能力の育成を
目指します。

音楽 保健体育

全県部長
長岡市立大島中学校 
　校長　菊地　雅樹

全県部長
長岡市立刈谷田中学校 
　校長　北山　智博

十日町市中魚沼郡中教研
十日町市立松代中学校
� 友野　敦子

佐渡市中教研
佐渡市立両津中学校
� 岩﨑　かおり

上越市中教研
上越市立直江津東中学校
� 飯塚　貴弘

新潟市中教研
新潟市立木戸中学校
� 阿部　　健

７月５日に実施した
推進委員会の様子

事前検討会の様子
６月２日に実施した研究
推進委員会の様子

７月27日の第２回研究推進委
員会で方向性が決まりました。
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保護カバー付きPCの場合，延
長ケーブルが必要な場合も。

マイクはクリップで留めたり
机上に置いたりして使えます。

受信機はPC本体に接続。

◉指定研究１年目，研究の進捗状況・予定はこんな感じです

▶中越地区

根拠を持った意思決定・行動選択へ！

　「SOSの出し方に関する授
業」を通して，自らの不安や
悩みに向き合い，課題を解決
する力を育てる「心の健康教
育」を推進していきます。

▶下越地区

対話を通して自己の考えを深化！

　自己のストレス対処への課
題について，自分の考えに加
え，対話を通して他者の考え
を取り入れ，よりよい自己解
決の方法を模索する授業を目
指します。

《コラム》
 タブレットPCでの授業撮影，
 「生徒の声が聞こえない…」を解決！

学校保健

長岡市・三島郡中教研
長岡市立東中学校
� 髙澤　美雪

阿賀野市・胎内市・北蒲原郡中教研
阿賀野市立笹神中学校
� 福島　さとみ ８月23日　研究推進委員会

（授業案検討会）の様子

7月15日　第2回研究推進委
員会で単元構想シートを検討

　生徒一人一人が自分の心
と体に向き合い，学びを通
して適切な意思決定や行動
選択をし，日常生活に結び
付けていけるような健康教
育を目指します。 全県部長

上越市立潮陵中学校 
養護教諭　髙橋��由子

　新型感染症の流行拡大により，授業公開にも
様々な形態が見られるようになりました。Zoom
等のオンライン会議システムを使ったライブ配
信や，YouTube等の動画配信サービスを活用し
た，事前録画による動画の配信などです。
　これらの撮影に，GIGAスクール構想で整備さ
れたタブレットPCが活用されることが多いよう
です。その際に，生徒の発言・発表の声や班活
動の会話がうまく録音できないという悩みの声
をよく聞きます。
　この悩みを，ワイヤレスピンマイクで解決し
ている事例を見るようになりましたので紹介し
ます。
　この製品は，充電式のピンマイクと受信機が
セットになり「ワイヤレスピンマイク」等の名
称で3000〜5000円くらいで販売されています。
　マイクにはクリップがついているので，胸元
などに留めることができます。また，小さいた
め机上に置きや
すく，グループ
の会話を記録し
たい場合でも有
効です。２つの
マイクを同時に
使える製品もあ
るので，様々な
活 用 が 可 能 で
しょう。
　受信機のコネ
クターが使用す
るPCに 対 応 す
るものを選ぶこ
と や， 保 護 カ
バーとの干渉を
避けるために延
長ケーブルが必
要な場合がある
などの留意点も
あ り ま す の で，
導入の際はよく
ご確認ください。
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3�15部会の重点目標
　各教科・領域において検討し，更新をしています。指定研究の内容と共に授業づくりの参考にしてください。

国
語

　言語活動を通して，国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力を育てるために，話す・聞く，書く，
読む力を育み，学ぶ意欲をもって学習する国語の学習指導に努める。
○ 学び合う言語活動を通して，考えを広げたり深めたりし，思考力や想像力を育てる。
○ 考えを明確にし，構成を考えて文章を書く力を育てる。
○ 話の内容や意図に応じた表現力を育てる。
○ 目的に応じて主体的に文章を読み，内容を的確に読み取る力を育てる。

社
会

　自ら考え自ら学び，確かな学力を育てる社会科の学習指導に努める。
○  生徒の学ぶ意欲を高めるために，主体的な学習を促す魅力ある「教材開発」や「単元構成の工夫」を行う。
○  学び合い深め合う学習を実現するために，適切な課題を設けて行う学習の充実を図り，小集団学

習や話し合い活動を取り入れた「学習過程の改善」を行う。
○ 資料を選択し活用して，自分の考えを記述・発表する力を育てる。

数
学

　「数学的な見方・考え方」「数学的活動」をより意識した授業づくりを推進し，数学的に考える資質・
能力の育成を目指す。
○  数学的活動における「数学化」の過程を大切にして，「数学的に表現された問題」の設定に生徒が

主体的に関わることができるようにする。
○  「数学的な見方」，「数学的な考え方」それぞれの側面を踏まえ，数学的活動の適所に「数学的な見方・

考え方」を働かせる機会を意図的に設定する。
○  問題発見・解決の過程において働かせた見方・考え方を振り返る場面を設定し，「数学的な見方・

考え方」をより豊かなものとして生徒への蓄積を図る。

理
科

　目的意識をもって科学的に自然を調べる能力と科学的な思考力を育てる学習活動の展開に努める。
○  観察や実験の予想を検討したり，結果を整理し考察・吟味したりする学習活動の充実を図ること

を通して，目的意識に裏打ちされた科学的な思考力，表現力を高める。
○ 他者との関わりや問題解決的な活動を展開することを通して，科学的な見方・考え方を育てる。
○  地域の環境や学校の実態を生かした自然体験，科学的な体験を通した実感を重視し，自然事象の

認識と科学への興味，関心を一層高める。

音
楽

　生涯にわたって音楽に親しむ生徒を育てる。
○ 音楽のよさを感じ，伝え，関わり合いながら学び，考える授業を展開する。
○ 音楽を形づくっている要素を支えとして，思いや意図をもって表現する生徒を育てる。

美
術

　「美術を通して，コミュニケーションができ，豊かな生き方ができる生徒の育成」
○  形や色彩など造形的な美しさを表現したり，鑑賞したりする授業を通して，お互いの見方や感じ

方を認め合う生徒を育てる。

保
健
体
育

　体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的な解決に向けた学習過程を通して，心
と体を一体として捉え，明るく豊かなスポーツライフを実現する資質能力を育てる。
○ 生徒の実態把握の充実
○ 保健体育の見方・考え方を働かせることを意識した授業
○ 学習過程，単元構成の見直し，工夫及び指導と評価の一体化の工夫，充実
○ 楽しい授業，UDLの推進
○ 個に応じた運動量の確保と体力の向上

技
術
・
家
庭

　実践的・体験的な学習活動を通して基礎的・基本的な知識及び技術を身に付けるとともに，学習し
たことを生かして，よりよい生活，社会を目指そうとする能力と態度の育成に努める。
○  生活実態や社会状況を適切に把握し，学習意欲を高め，生活との関連を重視した指導計画や教材

開発に努める。
○  学習結果や技術と家庭や社会との望ましい関係等について，自分の考えを発表したり，話し合っ

たりする活動場面を設定する。
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英
語

　学習指導要領（外国語）の趣旨を正しく理解し，その目標を実現する取組を着実に推進する中で，
適切な言語活動を通して，英語で目指す資質・能力を確実に育成する。
○  CAN-DOリストから単元の学習到達目標を設定・共有し，どの生徒も無理なく目標に迫ることが

できるように指導内容をバックワードで配列して行う指導を徹底する。
○  学習指導要領に示されている４技能５領域における言語活動例を視点に，折に触れて自校の指導

の現状をチェックし，領域に偏りがないようバランスよく指導する。
○  即興的な表現力を育む言語活動を継続的に授業に位置づけ，進歩を実感させながら生徒の主体性

や学習意欲を維持・増進させ，自立して学び続ける生徒を育成する。

道
徳

１  　校長の方針の下，道徳教育推進教師が中心となり，各校の実態を考慮して，重点目標を設定す
るなどして，道徳教育の全体計画及び年間指導計画を作成する。

２  　自分事としての課題になるように，道徳的諸価値を基にして，生徒の考えやこれまでの生き方
を確認させるなどの働きかけを工夫する。

３  　考え，議論させるために，多面的・多角的な視点からの重層的な発問や体験的な学習などを取
り入れ，「自分を語る」授業を展開する。

　 ア　登場人物への自我関与中心の学習
　 イ　生きる上で出会う課題に対する問題解決的な学習
　 ウ　道徳的行為に関する体験的な学習
４  　授業者は，道徳の内容項目及び題材について，これまでの道徳的諸価値を再考するなどして，

自らの価値観を深める。

特
別
活
動

　望ましい人間関係を築き，集団や社会の一員として，よりよい集団生活を実現する生徒を育成する。
○ 学校における集団活動や体験的な活動の一層の充実を図る。
○ 自分の考えを発表したり，他と交流したりしながら，考えを広げたり，深めたりする場を設定する。

生
徒
指
導

　いじめや問題行動，不登校の未然防止と早期発見・早期対応に努めるため，組織的・計画的な生徒
指導を推進する。その際，対応のみに終始することなく，自他の個性を尊重し，生徒が互いに認め合
い，協力し合うよりよい人間関係の構築を目指し，生徒の自己指導能力と社会性の育成を基盤とした
生徒指導に努める。
○  いじめは対人関係における問題との視点に立ち，全教育活動を通じて人権感覚を養うとともに，

生徒主体の社会性育成活動を実施し，明確な指導方針のもとに組織的な取組を進める。
○  すべての生徒にとって居心地のよい学校を目指し，将来の社会的自立に向けた生き方支援に努め

る。特に生命や性，携帯電話等に関わる今日的な問題については，家庭や地域，関係機関とも連
携した粘り強い取組を進める。

○  中学校区の小学校及び関係機関との情報交換や行動連携に努め，自然体験や社会奉仕体験，職業
体験などによる地域社会との関わりを通して，自律性や主体性を育む。

進
路
指
導

　自らの生き方を考え，夢や希望をもって主体的に進路を選択できる生徒を育成する。
○ 自己理解を深める指導を充実させる。
○ 生徒一人一人の将来に対する目的意識を高め，自己実現を図ろうとする態度を育てる。
○ 勤労観・職業観を育むキャリア教育の充実を図る。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

　学習過程と評価を中核に，主体的・対話的で深い学びが実現できるような学習指導を推進する。
○  学習過程において，「課題設定」を工夫し，「協働的な学習」と「言語活動」を適切に位置付ける

ことを通して，探究的な学習の充実を図る。
○  「育てようとする資質や能力及び態度」の視点に配慮した評価の観点を定め，それに基づいて生徒

の具体的な学習状況を想定した評価規準を設定し，学習評価の充実を図る。

学
校
保
健

　生きる力を育む健康教育を推進する。
○ 連携・協働しながら組織的に取り組む健康教育活動を展開する。
○ 生徒の健康管理能力を育成するための養護教諭の支援の在り方について研修を進める。
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深い学びへ
　「このタブレットの画面を見てください」画面には，数学の授業で使ったスライドが映し出さ
れていました。５月20日（金），白新中学校を会場に行われた合同全県部会の数学部の打ち合
わせの一コマです。指定研究２年次をむかえ，今年度，いよいよ研究会を開催するにあたり，
研究をどうまとめあげていくか検討する場面でした。授業で使用したタブレットのスライドを
見せながら研究部の先生方に説明する先生がそこにいるわけです。生徒がタブレット端末を授
業で当たり前に使うように，先生もタブレットを使った説明が当たり前になってきている典型
的な一つの風景と言えます。
　今年度は，対面で授業を語り合うことができるようになりました。感染拡大以来，対面をや
めて，長い期間，オンラインでの検討会を経験してきた私たちにとって，こんなに楽しいこと
はありません。上越地区，中越地区，下越地区，新潟地区の各地から集まって，顔を見ながら，
それぞれの地区の，それぞれの先生の研究に対する熱意を感じることができます。検討を終え
て各地に帰る研究部の先生方の顔は皆笑顔でした。今年度は，このように，まさに「友あり，
遠方より来る。また，楽しからずや」とあるように，研究を語り合う楽しさを各地で実感して
いるのではないでしょうか。
　今年度の「授業情報誌Class」は，紙面構成を大きく変更し，「深い学び」にこだわって編集
しました。単元（題材）構想シートを用いて，生徒がどうなったら「深い学び」といえるのか，
どうやったら「深い学び」になるのかを示すことで，研究の提案が具体的になるように工夫し
ました。各教科・領域のページで示された「深い学びにいたるポイント」は，私たちのこれか
らの研究を示唆するものとなっています。
　授業で身につけた知識・技能がつながることで「深い学び」は成立します。つなげるのはわ
たしたち新潟県の中学校教師がこれまで長年取り組んできた「学び合う授業づくり」です。ファ
シリテーションを使って，学び合う授業づくりに向けて授業改革を繰り返してきた私たちのこ
れまでの研究は，これからむかえる新しい時代の研究にもつながっています。
　令和の日本型教育は，「個別最適な学び」と「協働的な学び」を重視しています。今年度「授
業情報誌Class」に示された「深い学び」への追究は，令和の日本型教育につながるものと確信
しています。コロナ禍前からコロナ禍後にまでに至る新潟県の多くの中学校教師が取り組んで
きた研究が今後も邁進することを願っています。来年度は新潟県中学校教育研究会創立60周年
を迎えることになります。創立60周年をさらなる飛躍のスタートの年にしたいと考えています。
どうぞよろしくお願いします。
　終わりに「授業情報誌Class」の編集にあたり，貴重な原稿をいただいた全県部長・副部長，
指定研究会場校の皆さん，各研究推進委員の皆さん，編集に携わった事務局に感謝し申し上げ
ます。ありがとうございました。

編�集�後�記

新潟県中学校教育研究会
　理事長　保科　賢一郎
　　　　　（新潟市立小新中学校 校長）
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深い学びにいたる授業 の内容

●今年度の研究会を実施する指定研究チームが
提案する授業を紹介します。

　新潟県中学校教員を会員とする教育研究団体で
す。昭和38年度に発足しました。
　県中教研は県下に19の郡市中教研があり，また，
15の教科・領域の部があります。その中から毎年20
～18の郡市と教科・領域を指定し，２年間で授業を
研究し，提案する「指定研究」を行っています。
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●教科・領域の指定研究による「深い学びにいたる授業」の提案を紹介
●単元・題材で目指す「深い学びの姿」と「深い学びにいたるポイント」を紹介
●研究会の公開授業を含めた単元・題材全体の様子を紹介


